
令和 6 年 4 月 14 日 

生徒並びに保護者・保証人の皆様 

愛知県立旭陵高等学校   

校長 林 直紀    

 

令和６年度年間行事予定の変更について 

 

１．日時および内容  

（１）前期の再試験・追試験について 

 

 ９月２９日（日）            ９月２２日（日） 

再試験・追試験             再試験・追試験 

 

      

   使用する施設の関係から前期の再試験・追試験の日程を上記のように変更いたしま

す。必要な調整を行っていただきますよう、お願いいたします。 

   それに伴い、９月２９日（日）は休業日となります。 

 

 （２）補充面接指導について 

 

5 月１２日の補充（体育）は「中止」いたします。 

 

                       担 当 教頭 石川央 

連絡先 ０５２－７２１－５３７１ 

 

 

 

 

 



 

旭陵高等学校　年間行事予定表（変更）

1 月 1 水 1 土 1 月 1 木 1 日

2 火 2 木 2 日 2 火 2 金 2 月

3 水 在校生手続日 3 金 3 月 3 水 3 土 3 火

4 木 4 土 4 火 4 木 4 日 4 水

5 金 在校生手続日 5 日 5 水 5 金 5 月 5 木

6 土 6 月 6 木 6 土 6 火 6 金

7 日 7 火 7 金 7 日 7 水 7 土

8 月 8 水 8 土 8 月 8 木 8 日

9 火 9 木 9 日 9 火 9 金 9 月

10 水 入学生手続日 10 金 10 月 10 水 10 土 10 火

11 木 11 土 11 火 11 木 11 日 11 水

12 金 12 日 12 水 12 金 12 月 12 木

13 土 13 月 保護者個別懇談会（１年） 13 木 13 土 林間学校 13 火 13 金

14 日 14 火 保護者個別懇談会（１年） 14 金 14 日 14 水 14 土

15 月 15 水 保護者個別懇談会（２・３年） 15 土 15 月 15 木 15 日

16 火 16 木 16 日 16 火 16 金 16 月

17 水 17 金 17 月 17 水 17 土 17 火

18 木 18 土 18 火 18 木 18 日 18 水

19 金 19 日 19 水 19 金 19 月 19 木

20 土 20 月 20 木 20 土 20 火 20 金

21 日 21 火 21 金 21 日 21 水 21 土

22 月 22 水 22 土 22 月 22 木 22 日

23 火 23 木 23 日 23 火 23 金 23 月

24 水 24 金 24 月 24 水 24 土 24 火

25 木 25 土 25 火 25 木 25 日 25 水

26 金 26 日 26 水 26 金 26 月 26 木

27 土 27 月 27 木 27 土 27 火 27 金

28 日 28 火 28 金 28 日 28 水 28 土

29 月 29 水 29 土 29 月 29 木 29 日

30 火 30 木 30 日 30 火 30 金 30 月

31 金 ・検尿(二次) 31 水 31 土

・春期休業(～4日)5日）　　　　 ・保護者会理事会・総会 ・夏季休業（18日～）　　　　　　　・ハロワークジョブキャンバスか

・夏季休業（～28日）

オリエンテーショ ン・内科検診・

１年Ｘ線 心電図

Ｘ３　　４年進路説明会　　　学

習進度表配布

Ｙ３
進路学習会

・一日看護体験　　　　　　　・

ハロワークジョ ブキャンバス

Ｙ２　生徒総会 高認説明会（第２回）

令和６年度(202４年４月-2024年９月)

・閉庁期間（12日～1６日）

昭和の日

Ｘ４  防災訓練

部活

Ｘ1　 ｚ２ 予備日

前期再提出レポート

締切日・予備日

修学旅行

高認説明会（第1回） 修学旅行

X2

 秋分の日

再試・追試

保護者個別懇談会（４年） 敬老の日

ｚ３

林間学校

入学生手続日

入学式

海の日 予備日

入学生手続日 山の日

在校生出校日 　　　内

科検診
ｚ１ Ｙ４

生活体験発表会

Ｙ試験

中部生活体験発表会

ｚ４ 　　　　　　　　　　　　　　前期

遅滞レポート締切日

受験資格連絡

学習進度表送付

　

在校生手続日

Y１ 離任式   こども の日

Ｘ試験

学習進度表送付憲法記念日

生徒連絡日

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

みどりの日

再試・追試はココ

に移動します 

この日は休み

です 

補充（体育）は

中止です 
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HR (p.25 )  

  7  9 16 00 
   12  3 16 00 

7   23 16 00 
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本校の教育活動は、通信制課程での学習を通じて粘り強く取り組むことの大

切さを学ぶとともに、行事などを通じて豊かな心を育み、一人一人の成長に資
することを目標としています。 
 本校で学ぶことに誇りと自信を持ち、すべての活動が自らの輝かしい将来を
切り拓く糧となるよう、以下の心得を大切にして、充実した高校生活を実現さ
せましょう。 

① ルールやマナーの順守 

常に旭陵生として、また良識ある社会人としての自覚を持ち、校内外を問わず、ル

ールやマナーを順守した言動を心がけましょう。 

② 目標を定めた計画的な学びの実践 

通信制課程における学習方法を十分に理解したうえで、各自の状況に応じた目標

を定め、計画的に学習に取り組みましょう。 

③ 良好な人間関係の構築 

より良い人間関係を築くために、他者の意見や考えを理解し認め合う努力をする

とともに、学校行事や校外活動にも積極的に参加しましょう。 

④ 問題や悩みの解消 

学習や生活するうえで困ったり悩んだりした時には、解決を先延ばしにせず、質問

や相談の場を有効に活用しましょう。 

⑤ 社会の一員としての資質向上 

地域や社会の情勢にも視野を広げるとともに、正しい情報を活用できる力を身に

付け、社会の一員として望ましい資質を向上させましょう。 

生  徒  心  得 

学年・組 生 徒 番 号 氏      名 

   

愛知県立旭陵高等学校 
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１ 諸 手 続 

(1) 証明書発行に関すること。 

 

(2) 次のような事由が生じた場合には、申し出てください。 
事  由 提 出 書 類 申  出  先 備     考 

転 学 
転 学 願 
（用紙は、ホームルーム 
担任から交付をうける） 

ホームルーム担任
やむを得ない事情により、他校に

転学を希望する場合。 

退 学 
退 学 願 
（用紙は、ホームルーム 
担任から交付をうける） 

ホームルーム担任
やむを得ない事情により、退学を

希望する場合。 

学 習 中 断 学 習 中 断 届 ホームルーム担任

やむを得ない事情により、年度の

途中で学習を中断する場合、及び、

翌年度の学習を中断する場合。 
住所・氏名の変更 住 所 ・ 氏 名 変 更 届 

ホームルーム担任

この手続を怠ると学校からの連絡

ができなくなるので、必ず届けて

ください。 勤 務 先 の 変 更 勤 務 先 変 更 届 

学校管理下で傷害 
が 生 じ た 場 合 医療等の状況報告書 

 
保 健 室

 

「日本スポーツ振興センター」及

び「愛知県公立高等学校 PTA 連合

会見舞金」の利用。P.47 参照 

交 通 事 故  ホームルーム担任
被害、加害ともに、すみやかに届

け出てください。 

災 害  ホームルーム担任
火災・地震等により災害が生じた

場合。 

死 亡  ホームルーム担任
生徒本人の一親等の方が死亡した

場合。 
 

証 明 書 名 提 出 書 類  手  続  先 備    考 

調査書・成績（単位 
修得・見込）証明書 

調査書・成績（単位 
修得）証明書交付願 ホームルーム担任 

必要とする日の１週間以上前、長期休業

中は２週間以上前には申し込むように

してください。 

在学証明書 在学証明書交付願 事     務    室 当該年度の受講手続を完了していない

生徒には交付できません。 

身分証明書 身分証明書の台紙に 
写真を添付したもの ホームルーム担任 

身分証明書の有効期間は、その年度内で

す。毎年度初めに発行の手続をとってく

ださい。 

学校学生生徒旅客 
運 賃 割 引 証 
(通信教育学校用) 

学校学生生徒旅客運 
賃 割 引 証 交 付 願 

 
（通学用） 
 
事 務 室

この割引は、通学に JR、名鉄及び近鉄

の鉄道を利用する場合、回数乗車券を購

入するときに適用されます。発行枚数は

年間6枚が限度です。割引証の有効期間

は1ヶ月です。 
（旅行用） 
ホームルーム担任

の 承 諾 を 得 て

事 務 室 へ

この割引は、大学などの受験、入社試験

や帰省などで、JR 及び近鉄（バスを除

く）を片道100㎞を超える区間を乗車す

る場合に適用されます。P.55参照 
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２ 学校への連絡方法 

（1）郵便物による連絡 

 ① 学習に関する質問や提出物などは、すべてレポートの提出方法に準じてください。 

 ② 通信教育のための郵便（第 4 種）料金は、100ｇまでは 15 円です。（令和６年 4 月現在）  

   注意 提出用の封筒は、学校との郵便の往復以外には使用してはいけません。 

（2）電話による連絡 

  学校に電話をかける際は、次の点について守ってください。 

① 連絡時間は平日の 9 時 00 分～12 時 00 分、13 時 00 分～16 時 00 分でお願いします。 

（生徒便覧 p.32～p.33 の年間行事予定表で休日になっている日は連絡ができません。） 

 ② 用件を述べる前に、学年・組・生徒番号・氏名を明らかにしてください。 

 ③ 用件は簡潔・明瞭に、また礼儀正しく話せるように心がけてください。 

（3）平日出校による連絡 

  学校に直接出校して用件を伝える際は、次の点について守ってください。 

 ① 事前に学校に電話し、担当者の都合を聞いてください。 

 ② 約束した時間に遅れないようにしてください。もし遅れることになったら電話で学校 

に連絡してください。 

学習進度表でお知らせするレポートの提出状況や面接指導の出席状況

について疑問があれば、ただちに、その科目の担当者に連絡をとって、

確認をしてください。 

 例年、この確認を怠って単位が修得できなくなるケースが発生してい

ますので、特に注意してください。 

 その他何かあったら早めに、ホームルーム担任に連絡してください。 

電話は 9 時 00 分～12 時 00 分、13 時 00 分～16 時 00 分の間にお願い

します。 

３ 特別警報や暴風警報が発表されている場合について 

 午前 7 時になっても特別警報や暴風警報が解除されない場合は、その日の面接指導・学校行事

等は実施しません。面接指導・試験が中止になったときは、その日の分を予備日に実施します。

（予備日の日程は年間行事予定表を参照してください。） 

特別警報や暴風警報が発表されているときの扱いについては、本校のホームページにも掲載し

ます。 
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４ 「単位制」「通信制」について 
 

旭陵高校は、科目ごとに単位を修得して卒業をめざす 

単位制の通信制高校です。 
 

「単位制」「通信制」についての詳しい説明は、以下のページにあります。 
 
 

「単位制の仕組み」について 

 単位修得の条件 ････････････････････････････ 14 ページ 

 卒業認定の条件 ････････････････････････････ 14 ページ 

 

「通信制の仕組み」について 
自宅での学習 

 添削指導 ･････････････････････ 19 ページ～21 ページ 

 放送視聴 ･･････････････････････21 ページ～22 ページ 

 
出校しての学習 

 面接指導 ･････････････････････ 23 ページ～28 ページ 
＊ 面接指導の出席時数が不足する場合については 

25 ページ、28 ページ、29 ページ、30 ページ  

 試験 ･････････････････････････ 30 ページ～31 ページ 
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５ オリエンテーション 

 
  
   Ｑ＆Ａ 
 
① レポート課題の内容について質問があるときは、どうしたらよいですか？ 
② レポートを提出期限までに提出できないときは、どうしたらよいですか？ 
③ 提出したレポートが「再提出」で返ってきたときは、どうしたらよいですか？ 
④ 「提出と認めず」とは、どういうことですか？ 
⑤ レポートを郵送するとき、何円分の切手が必要ですか？ 
⑥ 学校へ行く日は、いつですか？ 
⑦ 「Ｘ面接指導」と「Ｙ面接指導」は、どう違うのですか？ 
⑧ 「必要面接指導時数」とは何ですか？ 
⑨ 面接指導に出席できないときは、どうしたらよいですか？ 
⑩ 「試験」は何回あるのですか？ 
⑪ 「試験」を受験できなかったときは、どうしたらよいですか？ 
⑫ 今年度に受講している科目を一つでも落としたら「進級」できないのですか？ 
⑬ 「必修科目」とは何ですか？ 
⑭ 「特別活動出席時数」（特活時数）とは何ですか？ 
⑮ 卒業するために満たさなければならない要件は、何ですか？ 
 

 
 
① レポート課題の内容について質問があるときは、どうしたらよいですか？ 

 
 通信教育は「自学自習」が基本です。教科書・学習書を何回も読んで、独力でレ

ポート課題（報告課題）に取り組みレポートを作成することが大切です。しかし、

教科書・学習書を繰り返し読んでも、どうしても理解できないこともあるでしょう。

そんなときは遠慮なく教科担当の教員に質問してください。 
 質問の方法は、面接指導などで出校したときに直接質問する方法のほかに、郵便

や電話、LINE などの方法があります。いずれの場合も、学年・組・生徒番号を明示

のうえ、どこがどのようにわからないのかを明確にして質問してください。解答を

直接たずねる質問にはお答えできません。学校への電話のかけ方については、生徒

便覧 3 ページを見てください。 
 
② レポートを提出期限までに提出できないときは、どうしたらよいですか？ 

 
 学習は年間をとおして計画的におこなうことが望ましく、したがってレポートは

生徒便覧 37～38 ページの「学習計画表」に記載された各回のレポート提出期限まで

に提出するよう心がけることが大切です。各回のレポート提出期限は科目ごとに２

～３週間の間隔で設定されています。 
各回のレポート提出期限までに提出できなかった場合でも、「遅滞レポート提出期
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限」までは提出することができます。しかし、「遅滞レポート提出期限」を過ぎると

遅滞レポートを提出することができなくなり、その年度その科目の単位は修得でき

ないこととなります。年度の途中で単位修得できなくなることを「中断」といいま

す。 
なお、「遅滞レポート提出期限」の直前になってから遅滞レポートをまとめて提出

すること（「まとめ出し」）は、やめてください。 
 

③ 提出したレポートが「再提出」で返ってきたときは、どうしたらよいですか？ 

 
 提出したレポートが学習不十分と判断されるときは「再提出」と判定して返送し

ます。再提出を求められたレポートは必ず再提出しなければなりません。レポート

は単に提出するだけでなく、学習成果が十分であると判断できるレポート内容にな

っていなければなりません。 
 再提出レポートは「再提出レポート提出期限」までに、その内容が十分である（「合

格」）と判定されることが必要です。レポートは１度目の提出で内容が十分である

（「合格」）と判定されなければならないわけではなく、「再提出レポート提出期限」

までなら再提出レポートは何度でも繰り返し提出することができます。 
ただ「再提出レポート提出期限」までに、所定の回のレポート内容が十分である

（「合格」）と判定されなければ、その科目の単位は修得できないこと（「中断」）と

なりますから、再提出を求められたレポートは、できるだけ早く再提出するよう心

がけましょう。 
 
④ 「提出と認めず」とは、どういうことですか？ 

 
 レポート課題はすべての設問・課題に解答しなければなりません。提出したレポ

ートに空白があるときなどには、「提出したものとは認められない（提出と認めず）」

と判定して返送することがあります。 
その場合その回のレポートは、まだ提出したものとは認められていないのですか

ら、「再提出レポート提出期限」までではなく、「遅滞レポート提出期限」までに提

出しなおさなければなりません。「提出と認めず」と判定されたレポートを提出しな

おすときは、「再提出レポート」でなく「遅滞レポート」の扱いになります。 
 
⑤ レポートを郵送するとき、何円分の切手が必要ですか？ 

 
 学習に関する学校との郵便は、所定の封筒を使用すれば、１００グラムまで１５

円の郵便料金で差し出すことができます。 
 現在１５円切手は発売されていないので１０円切手と５円切手を組み合わせて使

用することになりますが、小さな郵便局やコンビニでは在庫のないこともあるよう

ですから、あらかじめ大きな郵便局で購入しておくことをおすすめします。 
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⑥ 学校に行く日は、いつですか？ 

 
 生徒の皆さんが学校へ来る日（出校日）は、大別すると「面接指導」と「試験」

の２種類があります。 
 「面接指導」には、「Ｘ面接指導」「Ｙ面接指導」および「その他の面接指導」が

あり、「その他の面接指導」には「ｚ面接指導」「補充面接指導」などの教科指導を

内容とするものと、「学校祭」「宿泊面接指導（修学旅行）」「夏季宿泊面接指導（林

間学校）」「冬季宿泊面接指導（スノーボード学校）」などの学校行事（特別活動）を

内容とするものがあります。Ｘ面接指導、Ｙ面接指導には教科指導のほかに、ホー

ムルームがあります。 
 まず、「試験」には、受験資格がある生徒全員を対象とするものとして「前期Ｘ試」

「前期Ｙ試」「後期Ｘ試」「後期Ｙ試」があり、該当者のみを対象とするものとして

「前期再試」「前期追試」「後期再試」「後期追試」があります。 
 

⑦ 「Ｘ面接指導」と「Ｙ面接指導」は、どう違うのですか？ 

 
 年間の面接指導の実施時数は科目によって、4 時間の科目、6 時間の科目、8 時間

の科目、16 時間の科目があります。 
8 時間の科目は、連続した２週間の「Ｘ面接指導」「Ｙ面接指導」は同一の内容を

実施します。16 時間の科目は、毎週異なる内容で実施します。 
 例をあげて具体的に説明するなら、例えば、「数学Ⅰ」や「数学入門講座」は、年

間 8 時間実施する科目なので、「Ｘ１面接指導」と「Ｙ１面接指導」は同一の内容で

す。「英語コミュニケーションⅠ」「英語入門講座」は、年間 16 時間実施する科目な

ので、「Ｘ１面接指導」と「Ｙ１面接指導」は異なる内容です。 
 同一の内容の面接指導に 2 回以上出席しても、出席時数として計算（カウント）

するのは１時間分だけです。 
 科目ごとの年間の面接指導実施時数は、生徒便覧 23 ページ、24 ページまたは 37
～38 ページをみてください。どの科目が、年間 8 時間実施する科目であるか、年間

16 時間実施する科目であるかがわかります。 
 その他に年間の面接指導実施時数が 4 時間や 6 時間の科目もありますが、これに

ついては生徒便覧 23 ページを参照してください。 
 
⑧ 「必要面接指導時数」とは何ですか？ 

 
 その科目の単位を修得するために、年間に必ず出席しなければならない最低時数

のことです。面接指導は、すべての時間に出席しなければならないわけではありま

せんが、年間の出席時数が必要面接指導時数に満たない場合は、その科目の単位を

修得できないこと（「中断」）となります。科目ごとの必要面接指導時数については、 
生徒便覧 24 ページを見てください。 
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⑨ 面接指導に出席できないときは、どうしたらよいですか？ 

 
 面接指導に出席できない場合に、あらかじめ学校へ電話などで連絡する必要はあ

りません。連絡をしないことで不利益となることはありません。ただし、重大な事

故等が発生した場合は、面接指導日でなくても速やかに状況をお伝えください。 
 面接指導の出席時数については、皆さん一人一人で各科目ごとの出欠状況を常に

記録して、科目ごとの出席時数が各科目の必要面接指導時数を満たせなくならない

ように、自分の出席時数は自分で管理してください。 
 面接指導に欠席したために必要面接指導時数を満たせない場合の「補充」の手段

については、生徒便覧 25 ページを見てください。 
 
⑩ 「試験」は何回あるのですか？ 

 
 前期試験と後期試験の２回あります。科目ごとにＸ試験とＹ試験の２週に分けて

実施しますから、試験は「前期Ｘ試験」「前期Ｙ試験」「後期Ｘ試験」「後期Ｙ試験」

の４日間ということになります。 
試験は前期試験と後期試験の２回とも受験しなければ、その科目の単位が修得で

きません。つぎの「⑪「試験」を受験できなかったときは、どうしたらよいですか？」

も参照してください。詳しくは、生徒便覧 30～31 ページを見てください。 
 
⑪ 「試験」を受験できなかったときは、どうしたらよいですか？ 

 
 「定期試験」を、やむを得ない理由で受験できなかったときは、「再試験」を受験

することができます。ただ「再試験」は満点が１００点ではないため成績の評価で

不利になります。 
 「定期試験」と「再試験」のどちらも受験しなかった場合は、その科目の単位が

修得できないこと（「中断」）となりますから、あらかじめ予定をたて健康にも留意

して、必ず受験するようにしてください。 
 なお、どの試験についても、やむを得ず受験できなくなった時点で、すぐにホー

ムルーム担任に電話で連絡をとってください。詳しくは、生徒便覧 30～31 ページを

見てください。 
 

⑫ 今年度に受講している科目を一つでも落としたら「進級」できないのですか？ 

 
 本校は「学年制」ではなく「単位制」なので、「進級」という考え方がそのまま当

てはまるわけではありませんが、今年度「１年次生」「２年次生」「３年次生」の人

が、来年度に「２年次生」「３年次生」「４年次生」になるにはどうしたらよいかに

ついては、つぎのとおりです。 
 本校では、単位を修得できた科目と過去に修得済みの科目の単位数を通算して 
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１４単位以上あれば２年次生になり、２８単位以上あれば３年次生になる、という

ように、修得単位数の累計によって「学年」（年次）が決まります。４年次生につい

ては、その年度に卒業の見込みのある人が４年次生になります。したがって、一部

の科目の単位を修得できなくても次の年度に進む可能性があります。詳しくは生徒

便覧 15 ページ「年次編成」を見てください。 
 なお、いったん修得した科目の単位を修得しなおすことはありません。 

 
⑬ 「必修科目」とは何ですか？ 

 
 卒業までに必ず修得しなければならない科目のことです。詳しくは、生徒便覧 
34～35 ページを見てください。 
 

⑭ 「特別活動出席時数」（特活時数）とは何ですか？ 

 
 特別活動として、本校では、卒業までに学校行事とＬＴ（ロングタイム）に３０

時間以上の出席が必要です。２年次生・３年次生に転入学・編入学した人は、２０

時間以上の出席が必要です。４年次生に転入学・編入学した人は、１０時間以上の

出席が必要です。詳しくは、生徒便覧 14 ページと 42、43 ページを見てください。 
 
⑮ 卒業するために満たさなければならない要件は、何ですか？ 

 
１年次生に新入学した人の卒業要件は、①３か年以上の在籍年数、②すべての必

修科目の修得、③７４単位以上の修得単位数、④３０時間以上の特別活動出席時数

です。 
１年次生・２年次生・３年次生・４年次生に転入学・編入学した人の卒業要件は、

①の在籍年数は、以前に在籍していた高校の在籍年数を通算します。②③の各教科・

科目の修得単位については、以前に在籍していた高校での修得単位を生かすことが

できます。④の特別活動出席時数については、１年次生に転入学・編入学した人は

３０時間以上、２年次生・３年次生に転入学・編入学した人は２０時間以上、４年

次生に転入学・編入学した人は１０時間以上、の出席が必要です。 
詳しくは、生徒便覧 14 ページを見てください。 
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６ 遅滞レポート締切日の失敗事例集

レポートは本校の学習においてもっとも重要なものです。ですからその提出は確実に行

わなければなりません。

レポートの提出は郵送・持参にかかわらず、本校が受理した日が提出した日となり

ます。消印の日（投函した日）が提出した日ではありません。

また、どの科目も遅滞レポート締切日に一通でも提出と認められない場合は、その

科目は学習中断となってしまいます。

ここでは、遅滞レポートの締切日に起きた失敗について、過去に実際にあった事例

をいくつか挙げます。いずれのケースも提出とは認められません。多くの失敗は締切

日直前に発生しています。計画に沿って余裕を持って提出する習慣を身につけましょ

う。

自分だけは大丈夫と思っていると大きな失敗につながります。以下の事例を参考に

細心の注意を払って学習を進めてください。

家族や友人に提出を頼んだが、頼まれた人が遅れたり、一部のレポート失敗事例１

が提出できなかったりした。

コメント：自分のレポートは責任をもって自分の手で提出してください。

ギリギリに提出しに来たが、あわてていてカバンの中に一部のレポート失敗事例２

が残っているのに気づかず提出せずに帰ってしまった。

コメント：どんなに急いでいても必ず一通ずつレポートを確認してから提出してくださ

い。

学習進度表を十分に確認せず、未提出のレポートがあるのに気づかずに失敗事例３

提出しなかった。または気づいていたが、出したはずだと思いこんで教科

担任に確認せず提出しなかった。

コメント：学習進度表は必ずよく確認し、疑問な点は教科担任に確かめてください。

郵便局で何日までに届きますかと局員に確認した上で出したが、期日に失敗事例４

間に合わなかった。

コメント：郵便局員の言葉は保証ではありません。集配時間の微妙なずれなどで配達が

遅れる場合もあります。締切日直前の郵送は避けて必ず持参してください。

複数のレポートを同時にポストに投函したが、一部のレポートだけが期失敗事例５

日に間に合わなかった。

コメント：いくら同時に出したとしても、配達時間がずれることがあります。締切日直

前の郵送は避けて必ず持参してください。

切手を貼り忘れて差出人へ戻ってしまい、期日に間に合わなかった。失敗事例６

コメント：投函する前に切手が貼ってあるかを必ず確認してください。

その他の失敗事例

配達の途中で中身が紛失し封筒だけが学校に届いたこともあります。のり付けが十分で

ないことが原因です。郵便局に紛失物の調査を依頼することになりますがレポートが出

てこない場合は認められません。しっかりのり付けができているか確認してください。
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間に合わなかった。

コメント：郵便局員の言葉は保証ではありません。集配時間の微妙なずれなどで配達が

遅れる場合もあります。締切日直前の郵送は避けて必ず持参してください。

複数のレポートを同時にポストに投函したが、一部のレポートだけが期失敗事例５

日に間に合わなかった。

コメント：いくら同時に出したとしても、配達時間がずれることがあります。締切日直

前の郵送は避けて必ず持参してください。

切手を貼り忘れて差出人へ戻ってしまい、期日に間に合わなかった。失敗事例６

コメント：投函する前に切手が貼ってあるかを必ず確認してください。

その他の失敗事例

配達の途中で中身が紛失し封筒だけが学校に届いたこともあります。のり付けが十分で

ないことが原因です。郵便局に紛失物の調査を依頼することになりますがレポートが出

てこない場合は認められません。しっかりのり付けができているか確認してください。
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１ 入学から卒業までのあらまし 

(1) 入学時のオリエンテーション 

  入学後、すぐに新・転・編入生を対象としたオリエンテーショ

ンを実施します。通信教育における学習方法や注意点、学校での

活動などについて説明をします。 

 

(2) 自宅学習とレポート作成 

  通信教育では自宅学習が中心となります。 

  学校が定めた教育課程に基づき、教科書と学習書、副教材など 

を使用し、都合の良い時間にレポートに取り組み提出します。勉 

強の際、ＮＨＫ高校講座（ＮＨＫＥテレ、ラジオ第２放送、Web 

ページ）も役に立ちます。 

 

(3) 添削指導と面接指導 

  学校へ提出されたレポートは教科担当の教員が添削し、自宅に 

返送します。レポートは提出するだけでなく、必ず合格しなけれ 

ばなりません。内容が不十分な場合は再提出を求めます。その場

合、レポートを必ずやり直して再度提出してください。定められ

た期限までにレポートが合格しない場合、単位の修得ができなく

なります。 

  面接指導はⅩ面接指導とＹ面接指導あわせて年間 16 日実施しま

す。面接指導では教科担当の教員による教科指導をおこないます。

この日には、ホームルーム（ＨＲ）活動、部活動などもおこない

ます。Ｘ面接指導・Ｙ面接指導とは別にｚ面接指導を年間 8 日実

施します。 

Ⅹ・Ｙ・ｚ面接指導日以外に科目によっては補充面接指導や 

校外学習を実施することがあります。また、林間学校、学校祭、 

スノーボード学校、修学旅行などの行事を内容とする面接指導 

もあります。これらの行事にも積極的に参加しましょう。 

自 宅 学 校

自

学

・

自

習 

レ
ポ
ー
ト
作
成 

添 

削 

指 

導 

面 

接 
指 
導 

 

試   験  

 

単 位 の 修 得

 

卒業に必要な条件を満たす

 

卒   業

第一章  入学から卒業まで  

 

 

 

学 習 開 始 

入  学 

オリエンテーション 
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(4)  試   験 

  前期と後期の２回実施します。試験を受けるためには学校があらかじめ定める条件を満た 

していることが必要です。受験資格のない科目を受験することはできません。 

(5)  単位の修得 

   各科目の単位を修得するためには科目ごとに次の条件をすべて満たすことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 
単位の修得は、科目ごとに認定します。 

 

添 削 指 導 

（レポート） 

面 接 指 導 

（スクーリング） 

試    験 

(6）卒業の認定 

 卒業の認定は、次の条件をすべて満たした場合におこないます。

＊必修科目は、p34、35 の教育課程表に示してあります。

 

必修科目とは、卒業のために必ず修得しなければならな

い科目のことです。 

＊高等学校における在籍年数が、通算して３か年以上 

 ＊ただし 2・3 年次生として入学した者  20 時間 

      4 年次生として入学した者  10 時間 

 p42、p43 を参照してください。

  

(7) 教育課程 

 教育課程とは、入学から卒業までに必要な科目や単位数、特別活動の時間数などを示したもの

です。本校では 4 か年で卒業するのが標準ですが、3 か年で卒業することも可能です。教育課程

表は p.34、35 に示してあります。 

３ か 年 以 上の在籍年数

すべての必修科目の修得

74 単位以上の修得単位数

 30 時間以上の特別活動出席時数

定められた期日までにすべて合格していること。
 

 必要面接指導時数以上出席していること。 

 年 2 回の試験を受け、その成績が良好であること。
 

＊科目ごとの必要面接指導時数は、学習計画表に示してあります。 
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新入生 
 
転入生 
 
 
編入生 
 
 
併修生 

001~299 
701~799 
301~399 
801~999 
 
401~499 
601~699 
 
75001～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年次
 

前年度までに修得した単位数が13単位以下の者。
 

2年次
 

前年度までに修得した単位数が14単位以上27単位以下の者。 

3年次
 

前年度までに修得した単位数が28単位以上で、その年度に卒業が見込まれない者。
 

4年次
 

前年度までに修得した単位数が44単位以上で、その年度に卒業見込みの者。
 

(8) 生徒番号 

生徒番号は、右の要領によってひとりずつに

付けられ、卒業まで変わりません。学校に提出

する書類にはすべて記入することになります

から、正確に覚えましょう。 

 

 

(9) 年次編成 

5 ４ - 0 0 1

令和６年度
入学生 
平成 31 年度まで
の入学生は元号
の数字 

個人番号 

２  特科生と併修生   ※特科生は本年度募集停止しています 

(1) 特科生 

   特科生とは一部の教科・科目について単位修得を目的とせず受講する生徒をいいます。 

 ア すべてのレポートの学習が完了（合格）し、面接指導に必要面接指導時数以上を出席したときには、

その科目の修了証を授与します。  

 イ 部活動・学校行事にも参加できます。 

  

(2) 併修生 

   併修生とは、他の高校に在籍する生徒で、在籍校からの依頼により本校で特定の科目を受講する 

者をいいます。 

   面接指導日（および補充面接指導日）に出校して、面接指導を受けるとともに、年 2 回の試験を 

受験して本校の単位修得条件を満たした場合には、その科目の「評定」を在籍校の校長に報告します。

（各科目の単位修得条件は、p.14 を参照してください。） 

   在籍校では本校からの報告に基づき、在籍校の単位として認定がなされることになります。 
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３ 高等学校卒業程度認定試験の(高認)の合格科目の単位認定 

 「高認」の合格科目が本校の単位として認定できる場合があります。 

 

「高認」で科目合格をした場合に、本校の単位として認定される科目及び単位数など  

詳細は高認説明会（４月２３日（火）、７月２６日（金）で示します。質問等は進路 

指導課まで問い合わせてください。  

(１) この制度を利用して単位の認定を受けるための注意 

 ① 本校に入学する前に「高認」で合格した科目については、単位認定の申請がなされても

  認められません。 

 ② 本校の教育課程にない科目についても、単位認定を行います。 

 

（２）この制度を利用して単位の認定を受けるための手続 

 ① 本校で実施する説明会に出席をして説明を受け、「高認による単位認定仮申請書」を提

出してください。 

 ② 合格後、1 月２１日(火)までに必要書類を整え、ホームルーム担任に提出して申請して

ください。 

  必要書類 ア 「高認による単位認定申請書」 

       イ 高認試験合格者は「合格成績証明書」（合格証明書ではありません） 

         一部科目合格者は「科目合格通知書」 

＜参考＞高等学校卒業程度認定試験（高認）         

 「高認」は、文部科学省が実施する試験で、高等学校を卒業したものと同等以上の学力があること

を認定するための試験です。詳細は文部科学省のホームページを参照するか、本校進路指導課の担当

者に尋ねてください。主な内容は次のとおりです。 

 ①受験できる年齢は受験の年度内に満 16 歳以上であること。 

 ②試験科目の全部に合格し認定試験合格者となることができるのは満 18 歳の翌日から。 

 ③「高認」合格者は大学・短大・専門学校などへの出願ができます。    
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４  技能審査の成果の単位認定 

(1) 入学後に下表にある資格を取得した場合 

  ① 対応科目の単位をすでに修得しているときは、本人からの申請により、対応科目の 

増加単位として認定されます。 

  ② 対応科目の単位をまだ修得していないときは、対応科目の単位を修得した年度に本 

人からの申請により、対応科目の増加単位数として認定します。 

    ※入学前に資格を取得している場合は、本校の単位としては認定できません。 

(2) 資格が複数の科目に対応する場合 

   対応する科目の中の 1 科目を本人が選択して申請してください。 

(4）この制度を利用して増加単位の認定を受けるための手続 

     資格取得後、1 月 2１日(火)までに必要書類をととのえ、ホームルーム担任に提出

して申請してください。 

   必要書類 ア 「技能審査による単位認定申請書」（用紙は２階職員室にあります。）

        イ 「合格証明書」（本年に入学後合格したことがわかる書類。ホームル

ーム担任がコピーして返却します。）    

 

 

 

 

１８技能審査 貼付 

５ 学校外における学修の成果の単位認定 

 愛知県教育委員会の、あいちＳＴＥＭ能力育成事業「知の探究講座」に参加し、活動の成果が

十分であると認められる場合には、「学校外活動」として単位を認定します。詳細は教務課学習

係の担当者に尋ねてください。 

- 17 - 
 

 

４  技能審査の成果の単位認定 

(1) 入学後に下表にある資格を取得した場合 

  ① 対応科目の単位をすでに修得しているときは、本人からの申請により、対応科目の 

増加単位として認定されます。 

  ② 対応科目の単位をまだ修得していないときは、対応科目の単位を修得した年度に本 

人からの申請により、対応科目の増加単位数として認定します。 

    ※入学前に資格を取得している場合は、本校の単位としては認定できません。 

(2) 資格が複数の科目に対応する場合 

   対応する科目の中の 1 科目を本人が選択して申請してください。 

(4）この制度を利用して増加単位の認定を受けるための手続 

     資格取得後、1 月 2１日(火)までに必要書類をととのえ、ホームルーム担任に提出

して申請してください。 

   必要書類 ア 「技能審査による単位認定申請書」（用紙は２階職員室にあります。）

        イ 「合格証明書」（本年に入学後合格したことがわかる書類。ホームル

ーム担任がコピーして返却します。）    

 

 

 

 

１８技能審査 貼付 

５ 学校外における学修の成果の単位認定 

 愛知県教育委員会の、あいちＳＴＥＭ能力育成事業「知の探究講座」に参加し、活動の成果が

十分であると認められる場合には、「学校外活動」として単位を認定します。詳細は教務課学習

係の担当者に尋ねてください。 

増加対 応 す る 科 目
単位数技 能 審 査 の 種 類
(上限)教科名 科 目 名

英ｺﾐⅡ ４単位
１級/準１級 外国語

実用英語技能検定 英ｺﾐⅠ、論理・表現Ⅰ ３単位
[日本英語検定協会]

２級 外国語 ３単位英ｺﾐⅡ、英ｺﾐⅠ、論理・表現Ⅰ

準２級 外国語 英ｺﾐⅠ ２単位

簿記実務検定１級 [全国商業高等学校協会] 商 業 簿 記 １単位

簿記検定２級 [日本商工会議所] 商 業 簿 記 １単位

簿記能力検定１級 [全国経理教育学校協会] 商 業 簿 記 １単位

数学Ⅱ ４単位

１級/準１級 数 学 数学Ⅰ ３単位

数学A・数学B ２単位実用数学技能検定
[日本数学検定協会]

数学Ⅱ・数学Ⅰ ３単位
２級 数 学

２単位数学A・数学B

準２級 数 学 数学Ⅰ・数学A ２単位

３級 数 学 数学入門講座 １単位
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     ＊数学 A は数学Ⅰが修得済みであるかまたは同時に受講することが必要です。 
 
 
 
 
 

現代の国語  
言語文化   
数学Ⅰ             数学Ⅱ、数学 B 
公共              倫理、政治・経済 
歴史総合            日本史探究、世界史探究 
家庭総合            消費生活、フードデザイン、保育基礎 
英語コミュニケーションⅠ           英語コミュニケーションⅡ 

１ 受講登録から学習開始まで 

（１） 受講登録の時期 

   次年度に受講する科目の登録についての指導は、前年度の 11 月～1 月頃にホームルーム担任

によって実施します。 

（２） 受講登録の注意 

  ア 受講登録できる単位数は次年度に 1 年次生になる場合は 26 単位まで、次年度に 2～4 年次生

になる場合は 30 単位までです。教科書・学習書購入代金の還付(p.55)を申請する場合には

2 つ以上の科目を受講登録してください。 

  イ 卒業のために必ず修得しなければならない科目を優先的に登録しましょう。 

  ウ 段階的に学習する科目は以下のとおりです。左側の科目が修得済みでないと、右側の科目は

   受講できません。 

  

 エ 受講科目の決め方 

① 面接指導の時間割表で1つの時間帯に１つの科目を受講登録してください。 

② 試験時間割表で１日６科目以内となるように受講登録してください。 

  オ 「高認」合格科目の単位認定を希望する場合 

    ホームルーム担任と相談してください。 

(3) 受講科目の本人への連絡 

    次年度の受講科目は、年度末に納入通知書を郵送することによって連絡します。そのとき同時に 

時間割表(本人控え）も送付します。 

(4) 学習の開始 

   授業料・学校諸経費などの納入が完了した時点で受講手続が完了し、学習を開始することができます。

 

第二章 学   習 

文学国語、国語表現、古典探究 
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自宅での学習・4 本柱

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
  

自 宅 学 習 

２ 自宅での学習 

 通信教育では自宅での学習が中心となります。

教科書・学習書・参考書、あるいはテレビ・ラジ

オ・インターネットの高校講座を利用しながら、

各自で学習を進めていくことになります。計画的

に学習を進めましょう。 

毎日 2～3 時間は確保したいですね。 

 

Ｈ
Ｒ
伝
達
・
月
報 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ラ
ジ
オ 

高
校
講
座
・
テ
レ
ビ 

視
聴 

 

報 

告 
課 

題 

 

教
科
書
・
学
習
書 

 教科書・学習書をよ

く読み、ノートに整

理する。 

 テレビ・ラジオ・イ

ンターネットの高校

講座を利用し、教科書

の理解に役立てる。 

 ＨＲ伝達・月報をよ

く読み学習の参考に

する。 

学習内容を理解した上で、レポートの作成に取り組み提出。
 

理解しにくかった点を整理し、郵便や電話、LINE などで質

問したり面接指導のときに質問したりする。積極的に取り組む。

 添削されたレポートはよく復習し、以後の学習の参考にする。
 

◎自宅学習を支援する旭陵高校Ｗｅｂページ「教科の窓」も利用できます。 

  生徒の皆さんの自宅学習を支援するＷｅｂページ「教科の窓」を、一部の科目で開設し

ています。旭陵高校のホームページ（アドレスはこの生徒便覧表紙を参照してください）

から、入ってください。 

３ 添削指導（レポート）

(1) レポート作成の方法 

学習計画表を見てそれぞれのレポートをいつまでに出さなければいけないのかを確認しましょ

う。仕事などのスケジュール等をよく考えて学習計画を立て、まとめて提出しないようにしてく

ださい。締切日直前はミスが起きやすく、毎年、学習中断となり単位が修得できなくなるミスが

発生しています。教科書・学習書をよく読み、内容を整理して自分の力でレポートに取り組むこ

とが大切です。すべての設問・課題に答えてください。空白があるレポートは「提出とは認めら

れない」（提出と認めず）と判断することがあります。 

各レポートの提出期限内に提出して下さい。郵送する場合は、封筒を確実にのりづけしたか確

認しましょう。 

自宅学習の進め方 
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(2) レポートの提出方法

と書いレポートを提出するときは、 (Ⓐ青色封筒 「愛知県立旭陵高等学校 御中」

返送先の住所・氏名 15円てある を記入し)の中に、 と （Ⓑ Ⓒ完成したレポート 茶色封筒

分の切手 はレポート１通に１組ずつを貼る）を入れて、提出してください。（ⒶⒷⒸ

右の コードから で動画が見られます。用意することが必要です ）。 QR YouTube

Ⓐ青色封筒( )☆ 「愛知県立旭陵高等学校 御中」と書いてある

・郵送で提出する場合は、おもて面に 円分の切手を貼ってください。15
（事務室前のレポート投入口に直接提出する場合には切手を貼る必要はありません ）。

レポートを学校に持ってきて直接提出する場合は、事務室前のレポート投入口に入れてください。・

夜間・休日レポート投入口は、夜間・休日などで事務室が閉まっているときの専用で

す。特別の場合以外は使わないでください。受付の日付けが遅れることがあります。

Ⓐ青色封筒の中に入れるもの☆

完成したレポートの本体① Ⓑ

学年・組・生徒番号・氏名欄 が いつも に出るように３回折る（面積８分の１）おもて

山 山折り

山折りⒷ 折

り 回 回1 2
回3

② レポートと封筒の 科目名が一致しているかⒸ茶色封筒

の裏書きを確認しⒶ青色封筒

。Ⓒ て入れる

山折り窓付き

単純な４つ折りがよい。

山折り 必ず封(のり付け)Ⓐ

（ ） をする。□ 自宅の住所・氏名等 15円分の切手を記入し を貼る

□ □ □

※切手が貼ってなかったり、自分の住所・氏名が書いてないとレポートを返却できません。

レポート１通に１組の提出用封筒（青色封筒）と返信用封筒（茶色封筒）が必要です。

２通以上のレポートをまとめて一つの封筒に入れてはいけません。
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(3) レポート提出日の扱い 

  レポートの提出日の扱いは郵送・持参にかかわらず、本校が受理した日が提出日となります。 

  特に郵送の場合は、ポストに投函した日や消印の日ではないことに注意してください。 

  ※提出期限の日も当日に必着しなければなりません。十分に注意してください。 

 

(4) 添削後、返送されたレポート 

 ア それぞれのレポートの提出期限日後２週間程度で返送します。返送されないときは、 

その科目の添削担当者に問い合わせてください。（提出期限日前に提出されたレポートで 

も、定められた各提出期限日が過ぎるまでは返送しません。） 

 イ レポートが返送されたら、ただちに開封して中を確認してください。再提出を求められ 

た場合は、よく学習し直して、レポートを訂正し、速やかに再提出してください。 

 

   返送されたレポートや封筒は 1 年間保管しておいてください。 

４ 放 送 視 聴 

 自学自習を手助けするものとして、ＮＨＫ高校講座をはじめ教育番組の視聴を強く勧めます。

また、科目によっては補充として利用できることがあります（p.29 を参照してください）。 

一週間のスケジュールをうまくたてて、おおいに活用しましょう。 

ＮＨＫ高校講座の番組は、インターネットでも配信されています。詳しくはＮＨＫのホームペ

ージ(http://www.nhk.or.jp/kokokoza/)を参照してください。 

レポートを提出するときには、以下のチェック項目を確認しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

チ 

ェ 

ッ 

ク 

項 

目 

 

①1科目1課題（レポート）ごとの封筒であるか 

②正確に科目が記入してあるか 

③正しいレポート番号が記入してあるか 

④学年・組・生徒番号・住所・氏名・郵便番号が記入してあるか 

⑤講師番号が記入してあるか 

⑥（郵送で提出する場合）切手が貼ってあるか 

⑦返信用封筒に切手が貼ってあるか 

⑧返信用封筒に住所・氏名が記入してあるか 
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2024 年度　  高校講座　番組時刻表

※テレビ、ラジオの放送日時を変更・休止することがあります。変更の場合は、ホームページでお知らせします。

※太字は新作・新番組です。
■ラジオ第 2

時刻　　　      曜日 月 火 水 木 金 土

午後

7:30 ～ 7:50 文学国語 日本史探究
英語

コミュニケーション
Ⅲ

古典探究 仕事の現場
real

7:50 ～ 8:10 数学Ⅱ 論理国語 倫　理 政治・経済

8:10 ～ 8:30
英語

コミュニケーション
Ⅱ

英語表現Ⅰ 保健体育 音楽Ⅰ 言語文化

Ｅテレ

数学Ⅱ（TV） （各 20 分）

WEB 配信
夏、冬、春期講座で

放送（予定）
　※放送日は決定次第、
　　ホームページでお知らせします。

簿　記 （各 20 分）

総合的な探究の時間 （各 20 分）

体育実技 （各 10 分）

■インターネット／ Ｅテレ 夏期・冬期・春期講座（放送予定）

■ Ｅテレ
※太字は新作・新番組です。

時刻　　　      曜日 月 火 水 木 金

午前

10:00～10:20
現代の国語

公　共
生物基礎

地理総合
　　歴史総合

英	語
コミュニケーション

Ⅰ

情報Ⅰ
科学と人間生活

10:00～10:20

10:20～10:30 ベーシック国語
化学基礎 日本史

ベーシック英語
数学Ａ

10:20 ～ 10:30

10:30～10:40
数学Ⅰ 物理基礎

10:30〜10:40
10:40～10:50

地学基礎 世界史探究 家庭総合
10:40 ～ 10:50

10:50 ～ 11:00 ベーシック数学 ベーシックサイエンス 10:50〜11:00
11:00 ～ 11:10 ビジネス基礎

ロンリのちから 11:00 ～ 11:10

11:10 ～ 11:30
芸術	美術Ⅰ
芸術	書道Ⅰ

11:10 ～ 11:30

公　共 　　歴史総合 科学と人間生活

芸術書道Ⅰ

ロンリのちから

：字幕放送　

■「夏期・冬期・春期講座」について
高校講座全体から選んだ復習のための再放送や特集などを定時の科目枠をはなれて放送します。
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５ 面接指導（スクーリング） 

(1) 面接指導日（面接指導日の時間割表は p.26、27、28 に示してあります。） 

  ア Ⅹ面接指導およびＹ面接指導は日曜日に、年間 16 日実施します。 

X1： ４⽉ 28 ⽇(⽇) Y1： 5 ⽉ 5 ⽇(⽇) X2： 5 ⽉ 19 ⽇(⽇) Y2： 5 ⽉ 26 ⽇(⽇) 
X3： 6 ⽉ 9 ⽇(⽇) Y3： 6 ⽉ 16 ⽇(⽇) X4： 6 ⽉ 30 ⽇(⽇) Y4： 7 ⽉ 7 ⽇(⽇) 
X5：10 ⽉ 6 ⽇(⽇) Y5：10 ⽉ 13 ⽇(⽇) X6：10 ⽉ 27 ⽇(⽇) Y6：11 ⽉ 3 ⽇(⽇) 
X7：11 ⽉ 17 ⽇(⽇) Y7：11 ⽉ 24 ⽇(⽇) X8：12 ⽉ 8 ⽇(⽇) Y8：12 ⽉ 15 ⽇(⽇) 

イ ｚ面接指導は火曜日に、年間 8 日実施します。 

z1： 5 ⽉ 7 ⽇(⽕) z2： 5 ⽉ 28 ⽇(⽕) z3： 6 ⽉ 18 ⽇(⽕) z4： 7 ⽉  9 ⽇(⽕) 
z5：10 ⽉ 15 ⽇(⽕) z6：11 ⽉ 5 ⽇(⽕) z7：11 ⽉ 26 ⽇(⽕) z8：12 ⽉ 17 ⽇(⽕) 

（2）実施する面接指導時間数（実施面接指導時数） 

   実施する面接指導時数は科目によって異なります。Ｘ面接指導およびＹ面接指導で年間に 

実施する時数は次のとおりです。同じ内容の面接指導に 2 回以上出席しても、出席時数とし 

て計算するのは 1 時間分のみです。 

「現代の国語」
「言語文化」
「地理総合」
「歴史総合」
「公共」
「倫理」
「政治・経済」
「数学Ａ」
「数学Ｂ」
「保健」

「総合的な探究
の時間」

「文学国語」「国語表
現」「古典探究」「日
本史探究」「世界史
探究」「数学Ⅰ」「数
学Ⅱ」「数学入門講
座」「消費生活」「保
育基礎」「ビジネス基
礎」「ビジネス・コミュ
ニケーション」「ビジネ
ス法規」、理科・芸
術・情報のすべての
科目

「フードデザイン」

「体育②③」「家
庭総合」「簿記」、
外国語のすべて
の科目

Ｘ１ ( 4月28日) 第１時間 第１時間
Ｙ１ ( 5月 5日) 第１・２時間 第２時間
Ｘ２ ( 5月19日) 第２時間 第３時間
Ｙ２ ( 5月26日) 第１・２時間 第４時間
Ｘ３ ( 6月 9日) 第３時間 第５時間
Ｙ３ ( 6月16日) 第３・４時間 第６時間
Ｘ４ ( 6月30日) 第４時間 第７時間
Ｙ４ ( 7月 7日) 第３・４時間 第８時間
Ｘ５ (10月 6日) 第５時間 第９時間
Ｙ５ (10月13日) 第５・６時間 第10時間
Ｘ６ (10月27日) 第６時間 第11時間
Ｙ６ (11月 3日) 第５・６時間 第12時間
Ｘ７ (11月17日) 第13時間
Ｙ７ (11月24日) 第７・８時間 第14時間
Ｘ８ (12月 8日) 第15時間
Ｙ８ (12月15日) 第７・８時間 第16時間

Ｘ面接または
Ｙ面接のどち
らか一方の偶
数回か奇数
回に出席して
ください。

Ｘ１・Ｘ２・Ｘ３・
Ｘ４・Ｘ５・Ｘ６
に出席してく
ださい。

Ｘ面接またはＹ
面接のどちらか
一方に出席し
てください。

Ｙ面接の偶数
回か奇数回の
どちらか一方に
２時間続きで出
席してくださ
い。

Ｘ面接および
Ｙ面接の両方
に出席してく
ださい。

第３時間

第４時間

年間４時間実
施する科目

年間６時間実
施する科目

年間１６時間実
施する科目

第１時間

第２時間

年間８時間実施する科目

第５時間

第６時間

前
期

後
期

第1時間

第２時間

第３時間

第４時間
第７時間

第８時間
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年間 4 時間実施する科目 → 「現代の国語」、「言語文化」、「地理総合」、「歴史総合」、「公共」、「倫

理」、「政治・経済」、「数学 A」、「数学 B」、「保健」 

(Ｘ面接またはＹ面接のどちらか一方の、偶数回か奇数回に出席してください) 

年間 6 時間実施する科目 → 「総合的な探究の時間」 

(Ｘ１・Ｘ２・Ｘ３・Ｘ４・Ｘ５・Ｘ６に出席してください) 

年間 8 時間実施する科目 → 理科・芸術のすべての科目、「情報」、「文学国語」、「国語表現」、    

「古典探究」、「日本史探究」、「世界史探究」、「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」

「数学入門講座」、「消費生活」、「保育基礎」、「フードデザイン」、「ビ

ジネス基礎」、「ビジネス法規」「ビジネス・コミュニケーション」 

 

 

年間 16 時間実施する科目 →外国語のすべての科目、「体育②」、「体育③」、「家庭総合」、「簿記」 

(Ｘ面接およびＹ面接の両方に出席してください) 

 

 

 

(3)  出席しなければならない時間数（必要面接指導時数） 

   その科目の単位を修得するには、科目ごとに定める最低時数（必要面接指導時数）以上は必 

ず出席しなければなりません。科目ごとに定める必要面接指導数は下の表に示すとおりです。 

Ｘ面接またはＹ面接のどちらか一方に出席してください。ただし、 

「フードデザイン」のみＹ面接の偶数回か奇数回に2時間続きで出席してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2時間以上 現代の国語、言語文化、地理総合、歴史総合、公共、倫理、政治・経済 

数学A、数学B、保健 

3時間以上 数学Ⅰ、数学入門講座、総合的な探究の時間 

4時間以上 文学国語、国語表現、古典探究、日本史探究、世界史探究、数学Ⅱ 

5時間以上 情報Ⅰ 

6時間以上 消費生活、フードデザイン、保育基礎、ビジネス基礎、ビジネス法規、          

ビジネス・コミュニケーション、すべての芸術科目 

7時間以上 物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎 

8時間以上 家庭総合、簿記 

9時間以上 体育② 

12時間以上 英語コミュニケーションⅠ、論理・表現Ⅰ、英語入門講座 

13時間以上 体育③ 

14時間以上 英語コミュニケーションⅡ 

(4) 面接指導における注意 

ア 面接指導には遅刻しないようにしましょう。遅刻した場合は出席として認められない場 
合があります。 

イ 出席したら必ず出席票を提出して下さい。提出しない場合は出席として扱いません。 
ウ 面接指導の内容は「月報」であらかじめ予告します。よく予習して臨みましょう。 
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(5) 面接指導に欠席したら 

  面接指導に欠席したため必要面接指導時数を満たせない場合には出席時数の補充ができま

す。ただし補充できる時数には限度があります。科目ごとの補充可能時数は p.37～p.38 の学

習計画表で確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「数学 A」「消費生活」「ビジネス法規」「総合的な探究の時間」については時間補充課題があります。 

 

 

 

(補充の時数として計算します。すべての科目で可能なわけではありません。対象になる科目と番 
組名は、p.29 を確認してください。「視聴記録」の提出日は１２月１７日(火)です。科目によって 
は番組が早期に終了する場合がありますので十分に注意してください。) 

(ｚ面接指導は正規の面接指導です。実施日時と科目については、p.28 を確認してください。 

実施回数は科目によって異なります。科目によっては早期に終了する場合がありますので十分 

に注意してください。) 

テレビ・ラジオを視聴し、「視聴記録」を提出。 

ｚ面接指導に出席。 

「視聴記録」を提出するときの注意 

１ 放送番組の視聴を科目の補充として利用するためには、「視聴記録」を提出しなければなりません。 
「視聴記録」用紙の入手の仕方や書き方、提出の仕方など詳細については、それぞれの科目の担当者に問い 
合わせ、その指導を受けてください。 

２ 放送番組 40 分以上の視聴及び「視聴記録」の作成で 1時間の補充として計算します。 

その他  一部の科目で「校外学習」を実施することがあります。これは正規の面接指導です。 

実施については、「月報」や「ＨＲ伝達」などで連絡します。 

上記の方法以外に補充する方法がある科目 

体育    林間学校又はスノーボード学校に行き、体育的実習に参加し十分であると認められる場合

は２時間を、体育補充（５月実施）に出席し十分であると認められる場合は２時間を補充

時数として認定します。 

 音楽Ⅰ   クラシックの曲を鑑賞したうえで、その感想文を提出し内容が十分と認められた場合は 

          演奏時間に応じて 60 分以上ごとに補充時数として認定します。 

 美術Ⅰ   美術展または工芸展を鑑賞したうえで、その感想文を提出し内容が十分と認められる場合

          は１時間を補充時数として認定します。 

 書道Ⅰ   書道展を鑑賞したうえで、その感想文を提出し内容が十分と認められる場合は、１時間を 

          補充時数して認定します。または、指示された課題を提出し内容が十分と認められる場 

合は、相当する時間を認定します。 

Ｘ
面
接
指
導
や
Ｙ
面
接
指
導
に
欠
席
し
た
ら

                                                       
補充面接指導の時間割      日程：５月１２日(日)   科目：体育   

                   ＊詳細は X1（体育の面接指導時）にお知らせします。   
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Ｘ面接指導日の時間割 受講する講座に印をつけておきましょう。

1限 2限 3限 4限 5限 6限 6限終了後

９：００～９：５０ １０：００～１０：５０ １１：００～１１：５０ １２：４０～１３：３０ １３：４０～１４：３０ １４：４０～１５：３０  １５：３５～

現代の国語、言語文化 現代の国語、言語文化 現代の国語、言語文化

Ｘ1 ( ４月28日) 文学国語 国語表現 文学国語

古典探究 古典探究 古典探究

Ｘ２ ( 5月１9日) 地理総合 地理総合

歴史総合 歴史総合 歴史総合

Ｘ３ ( 6月  9日) 世界史探究 世界史探究 世界史探究

日本史探究 日本史探究 日本史探究

Ｘ4 ( 6月 30日) 公共 公共 公共

倫理、政治・経済 倫理、政治・経済 倫理、政治・経済

Ｘ５ (10月6日) 数学Ⅰ 数学Ⅰ 数学Ⅰ

数学Ⅱ

Ｘ６ (10月27日) 数学Ａ、数学Ｂ

数学入門講座 数学入門講座 数学入門講座

Ｘ７ (11月17日) 物理基礎

化学基礎 化学基礎 化学基礎 化学基礎 化学基礎

Ｘ８ (12月 8日) 生物基礎 生物基礎 生物基礎 生物基礎 生物基礎

地学基礎 地学基礎

体育②③ 体育②③ 体育②③ 体育②③
保健 保健 保健

音楽Ⅰ 音楽Ⅰ

美術Ⅰ 美術Ⅰ

書道Ⅰ 書道Ⅰ
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

論理・表現Ⅰ 論理・表現Ⅰ
英語入門講座 英語入門講座 英語入門講座 英語入門講座

家庭総合 家庭総合 家庭総合 家庭総合
保育基礎 保育基礎

ビジネス基礎 ビジネス基礎
ビジネス・コミュニケーション ビジネス・コミュニケーション

ビジネス法規 ビジネス法規

簿記 簿記
情報Ⅰ 情報Ⅰ

総合的な探究の時間 ロングタイム

出席の記録 出席した時間に印をつけておきましょう。

1限 2限 3限 4限 5限 6限 6限終了後

９：００～９：５０ １０：００～１０：５０ １１：００～１１：５０ １２：４０～１３：３０ １３：４０～１４：３０ １４：４０～１５：３０  １５：３５～

(受講教室)  (              ) (              ) (              ) (              ) (              ) (              ) (              )

Ｘ１ ( 4月28日)

Ｘ２ ( 5月19日)

Ｘ３ ( 6月 9日)

Ｘ４ ( 6月30日)

Ｘ５ (10月 6日)

Ｘ６ (10月27日)

Ｘ７ (11月17日)

Ｘ８ (12月 8日)

受講科目

Ｘ面接
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受講する講座に印をつけておきましょう。

1限 2限 3限 4限 5限 6限 6限終了後

９：００～９：５０ １０：００～１０：５０ １１：００～１１：５０ １２：４０～１３：３０ １３：４０～１４：３０ １４：４０～１５：３０  １５：３５～

現代の国語、言語文化 現代の国語、言語文化 現代の国語、言語文化 現代の国語、言語文化

Ｙ１ ( 5月 5日) 文学国語 文学国語 文学国語

古典探究 古典探究 古典探究

Ｙ２ ( 5月26日) 地理総合 地理総合 地理総合

歴史総合 歴史総合 歴史総合 歴史総合

Ｙ３ ( 6月16日) 世界史探究 世界史探究

日本史探究 日本史探究 日本史探究

Ｙ４ ( 7月 7日) 公共 公共 公共 公共

倫理、政治・経済 倫理、政治・経済 倫理、政治・経済

Ｙ５ (10月13日) 数学Ⅰ 数学Ⅰ 数学Ⅰ

数学Ⅱ

Ｙ６ (11月 3日) 数学Ａ、数学Ｂ 数学Ａ、数学Ｂ

数学入門講座 数学入門講座

Ｙ７ (11月24日) 物理基礎 物理基礎

化学基礎 化学基礎 化学基礎 化学基礎 化学基礎

Ｙ８ (12月15日) 生物基礎 生物基礎 生物基礎 生物基礎 生物基礎

地学基礎 地学基礎 地学基礎

体育②③ 体育②③ 体育②③ 体育②③
保健 保健 保健 保健

音楽Ⅰ 音楽Ⅰ

美術Ⅰ 美術Ⅰ 美術Ⅰ

書道Ⅰ 書道Ⅰ
英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

論理・表現Ⅰ 論理・表現Ⅰ
英語入門講座 英語入門講座 英語入門講座 英語入門講座

家庭総合 家庭総合 家庭総合 家庭総合
消費生活 消費生活

ビジネス基礎 ビジネス基礎
ビジネス・コミュニケーション ビジネス・コミュニケーション

ビジネス法規 ビジネス法規

簿記 簿記
情報Ⅰ 情報Ⅰ 情報Ⅰ 情報Ⅰ

ロングタイム

出席の記録 出席した時間に印をつけておきましょう。

1限 2限 3限 4限 5限 6限 6限終了後

９：００～９：５０ １０：００～１０：５０ １１：００～１１：５０ １２：４０～１３：３０ １３：４０～１４：３０ １４：４０～１５：３０  １５：３５～

(受講教室)  (              ) (              ) (              ) (              ) (              ) (              ) (              )

Ｙ１ (  5月 5日)

Ｙ２ (  5月26日)

Ｙ３ (  6月16日)

Ｙ４ (  7月 7日)

Ｙ５ (10月13日)

Ｙ６ (11月 3日)

Ｙ７ (11月24日)

Ｙ８ (12月15日)

受講科目

Ｙ面接

Ｙ面接指導日の時間割

フードデザイン
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ｚ面接指導日の時間割 ２０２４年度（令和６年度）

1限 2限 3限 4限 5限

９：００～９：５０ １０：００～１０：５０ １１：００～１１：５０ １３：００～１３：５０ １４：００～１４：５０

Ｓ２・３教室 文学国語 国語表現 数学Ⅰ

Ｓ４教室                数学入門講座      

大体育館                                                             体育

Ｓ２・３教室                現代の国語 総合的な探究の時間

大体育館                                                             体育

Ｓ２・３教室 簿記 ビジネス基礎 ビジネス法規 言語文化

物理化学教室(Ｋ２教室) 世界史探究 消費生活 フードデザイン

多目的教室(Ｋ５教室)                         ビジネス・コミュニケーション

大体育館                                                             体育

Ｓ１教室 倫理 政治・経済

Ｓ２・３教室 歴史総合 公共 保健 地学基礎

Ｓ４教室    日本史探究   古典探究

物理化学教室(Ｋ２教室) 家庭総合 保育基礎

多目的教室(Ｋ５教室) 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅠ 英語入門講座

大体育館                                                             体育

Ｓ１教室 情報Ⅰ

Ｓ２・３教室 数学Ａ・数学Ｂ 数学Ⅰ

Ｓ４教室 数学Ⅱ 数学入門講座

物理化学教室(Ｋ２教室) 生物基礎 物理基礎 化学基礎

視聴覚教室(Ｋ４教室) 音楽Ⅰ 美術Ⅰ

多目的教室(Ｋ５教室) 書道Ⅰ 論理・表現Ⅰ 英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ

大体育館                                                             体育

Ｓ１教室 情報Ⅰ

物理化学教室(Ｋ２教室) 生物基礎 地学基礎 物理基礎 化学基礎

視聴覚教室(Ｋ４教室) 音楽Ⅰ 美術Ⅰ

多目的教室(Ｋ５教室) 書道Ⅰ 英語入門講座 地理総合 英語コミュニケーションⅠ

大体育館 体育

Ｓ１教室 情報Ⅰ

Ｓ２・３教室 簿記 ビジネス基礎 ビジネス法規 ビジネス・コミュニケーション

物理化学教室(Ｋ２教室) 生物基礎 地学基礎 物理基礎 化学基礎

生物地学教室(Ｋ３教室) 現代の国語 消費生活 フードデザイン

視聴覚教室(Ｋ４教室) 音楽Ⅰ 美術Ⅰ

多目的教室(Ｋ５教室) 書道Ⅰ 英語コミュニケーションⅡ 地理総合 論理・表現Ⅰ

大体育館 体育

Ｓ１教室 情報Ⅰ

Ｓ２・３教室 歴史総合 公共 保健 言語文化

Ｓ４教室 古典探究 文学国語 国語表現

物理化学教室(Ｋ２教室) 世界史探究 家庭総合 保育基礎

視聴覚教室(Ｋ４教室) 音楽Ⅰ 日本史探究 美術Ⅰ

多目的教室(Ｋ５教室) 書道Ⅰ

大体育館                                                             体育

出席の記録 出席した時間の科目名を記入しておきましょう。

1限 2限 3限 4限 5限

９：００～９：５０ １０：００～１０：５０ １１：００～１１：５０ １３：００～１３：５０ １４：００～１４：５０

ｚ２　( 5月28日)

ｚ１　( 5月 7日)

ｚ８　(12月17日)

ｚ７　(11月26日)

ｚ６　(11月 5日)

ｚ５　(10月15日)

ｚ４　( 7月 9日)

ｚ３　( 6月18日)

ｚ面接

ｚ１
(5月7日)

ｚ２
(5月28日)

ｚ３
(6月18日)

ｚ４
(7月9日)

ｚ６
(11月５日)

ｚ５
(10月15日)

ｚ７
(11月26日)

ｚ８
(12月17日)
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放送曜日・時間は、 参照面接指導の補充として利用できる放送番組 p.22

■ＮＨＫ高校講座（Ｅテレ）

科目名 番 組 名 科目名 番 組 名 注意１ 「芸術」の番組では、同じ時間帯に美術．
と書道が交互に放送されます。補充とし

世界史探究 世界史 生物基礎 生物基礎 て利用できるのは、それぞれの科目に対
応した内容の番組に限ります。

日本史探究 日本史 地学基礎 地学基礎

地理総合 地理総合 美術Ⅰ 芸術

数学Ⅰ 数学Ⅰ 書道Ⅰ 芸術

ﾍﾞｰｼｯｸ数学 英語ｺﾐｭﾆｹｰ数学入門講座 英語コミュニケーシ
ｼｮﾝⅠョンⅠ

数学 数学 家庭総合 家庭総合A A

物理基礎 物理基礎 情報Ⅰ 情報Ⅰ

化学基礎 化学基礎 ビジネス ビジネス基礎

英語 ﾍﾞｰｼｯｸ英語 簿記 簿記入門講座

現代の国語 現代の国語 歴史総合 歴史総合

公共 公共

909kHz 1,359kHz■ＮＨＫ高校講座（ラジオ第２）名古屋 豊橋･中津川

科目名 番 組 名 科目名 番 組 名 注意 「保健体育」の番組は 「保健」2． 、
と「体育」の 区別があります。

言語文化 言語文化 保健 体育 保健体育及び

文学国語 文学国語 倫 理 倫 理

古典探究 古典探究 古典 音楽Ⅰ 音楽Ⅰ（ ）

政治・経済 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ政治・経済

数学Ⅱ 数学Ⅱ 論理・表現Ⅰ 英語表現Ⅰ

日本史探究 日本史探究

「ＮＨＫ高校講座」以外の番組◆

（補充として利用できる番組は、番組の廃止その他の理由により変更する場合があります。）

科目名 番 組 名 放送曜日・時間

NHK E 9:00 ~10:00
芸 術 美術Ⅰ 日曜美術館

テレ (日曜） 午前
8:00 ~ 9:00E ﾃﾚ(再） (日曜） 午後

NHKE 9:00 ~ 9:24テ レ (月曜～火曜） 午後
NHK 0:20 ~ 0:43フードデザイン 総 合 (金曜） 午後

N H K 11:30~11:54きょうの料理 (火曜～水曜） 午前E ﾃﾚ(再）

9:00 ~ 9:23家 庭 E ﾃﾚ(再） (水曜） 午後

N H K NHK E 0:30 ~ 1:00保育基礎 すくすく子育て テレ （土曜） 午後
11:20~11:55E ﾃﾚ(再） （木曜） 午前
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６ 試 験 

 試験は前期と後期の 2 回実施します。この 2 回の試験を受験しないと単位を修得することが

できません。万全の準備をして試験に臨みましょう。（ただし、芸術及び情報のすべての科目

は前期のみ実施します。「総合的な探究の時間」は前期・後期とも試験を実施しません。） 

どの試験についても、やむを得ず受験できなくなった時点で、すぐにホームルーム担任に電

話で連絡をとってください。  

受験上の注意 

①  試験は厳正な態度で臨みましょう。不正行為があった場合は断固たる処置をとります。 

②  事前に学校から送付される受験カードに指示された時間帯・教室で受験してください。 

③  遅刻をしないようにしましょう。ただし、試験開始後 10 分間までは入室を認めます。 

④  試験開始後は途中退出できません。正当な理由なく途中退出したときは、その科目は 

「０点」となります。 

⑤  机上には本校が発行する本年度の身分証明書・受験カード・筆記用具のみ置くことがで 

きます（身分証明書は運転免許証などで代用できません）。その他のものはカバンの中に 

しまってください。特に携帯電話は電源を切ってカバンの中にしまってください。 

⑥  机の中は空にしてください。 

 ※ 特別警報や暴風警報が発表されたとき 

   午前７時になっても特別警報や暴風警報が解除されない場合はその日の試験は中止し、予備

日に実施します。予備日の日程は、年間行事予定表を参照してください。 

（６）「平日面接指導」 

前期の「再試・追試」翌々日（10 月１日（火））までに「放送視聴」（視聴記録）の補充可能

時数を満たした科目については、「後期遅滞レポート提出期限」（12 月 3 日（火））までの平日

（ただし、z 面接指導日を除きます。）に、特別の面接指導（「平日面接指導」）を実施するこ

とがあります。希望者は、「ｚ２面接指導日」（5 月 28 日（火））までに、所定の申込書をホー

ムルーム担任に提出してください。 

なお、「平日面接指導」を希望する場合は、「視聴記録」を提出する前に、該当科目の担当者

およびホームルーム担任に相談してから、計画的・継続的に「放送視聴」をおこなうようにして

ください。 
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上記の時間割は基本となるものであり、同一時間に重複する科目がある場合などは、時間割が移動しま

す。各自の「受験カード」に示された時間割で受験してください。 

返却された答案は 1 年間大切に保管すること。
確認が必要となることがあります。 

試験の得点が基準点（合格点）に達しなかった

場合、学校から「追試験連絡票」を送付します。

レポートを提出期限までに提出する。 

(学校必着) 

遅滞レポート提出期限    再提出レポート提出期限 

前期 17 月 9 日(火) 16:00   前期 17 月 23 日(火) 16:00 
後期 12 月 3 日(火) 16:00   後期 12 月 17 日(火) 16:00 

いずれもこれらの期日までに提出され、内容が合格と認められるこ

とが必要です。所定の回のレポートが合格であれば受験資格がで

き、学校からは受験カードを送付します。 
 

定期試験（100 点満点・40 分間） 

前期 Ｘ試験 9 月  1 日（日） 

Ｙ試験 9 月  8 日（日） 

後期 Ⅹ試験 1 月 12 日（日） 

Ｙ試験 1 月 19 日（日） 

受験カードで指示された時間帯と

教室で受験してください。 

 受験カードと身分証明書を持参し

てください。 

再試験（80 点満点・25 分間） 

前期 再試験   9 月 29 日（日） 

後期 再試験  2 月 29 日（日） 

再試験の時間割は別途指示しま

す。指示された時間帯で受験して

ください。 

 学校から送付された「再試験連

絡票」と身分証明書を持参してく

ださい。 

追試験(25 分間で実施。合格基準は科目ごとに異なります。)

 該当者には実施時問と受験教室を別途連絡します。 

前期 追試験 9 月 29 日(日) 

後期 追試験 2 月 29 日(日) 

「追試験連絡票」と身分証明書を持参してください。

定期試験が急な病気やケガなどやむを得ない理由で受 
験できなかった場合は、ＨＲ担任から前期９月 18 日（水）、

後期 1 月 29 日（水）に送付される「再試験連絡票」で、

時間帯と教科を確認して受験すること。 

- 31 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

上記の時間割は基本となるものであり、同一時間に重複する科目がある場合などは、時間割が移動しま

す。各自の「受験カード」に示された時間割で受験してください。 

返却された答案は 1 年間大切に保管すること。
確認が必要となることがあります。 

試験の得点が基準点（合格点）に達しなかった

場合、学校から「追試験連絡票」を送付します。

レポートを提出期限までに提出する。 

(学校必着) 

遅滞レポート提出期限    再提出レポート提出期限 

前期 17 月 9 日(火) 16:00   前期 17 月 23 日(火) 16:00 
後期 12 月 3 日(火) 16:00   後期 12 月 17 日(火) 16:00 

いずれもこれらの期日までに提出され、内容が合格と認められるこ

とが必要です。所定の回のレポートが合格であれば受験資格がで

き、学校からは受験カードを送付します。 
 

定期試験（100 点満点・40 分間） 

前期 Ｘ試験 9 月  1 日（日） 

Ｙ試験 9 月  8 日（日） 

後期 Ⅹ試験 1 月 12 日（日） 

Ｙ試験 1 月 19 日（日） 

受験カードで指示された時間帯と

教室で受験してください。 

 受験カードと身分証明書を持参し

てください。 

再試験（80 点満点・25 分間） 

前期 再試験   9 月 29 日（日） 

後期 再試験  2 月 29 日（日） 

再試験の時間割は別途指示しま

す。指示された時間帯で受験して

ください。 

 学校から送付された「再試験連

絡票」と身分証明書を持参してく

ださい。 

追試験(25 分間で実施。合格基準は科目ごとに異なります。)

 該当者には実施時問と受験教室を別途連絡します。 

前期 追試験 9 月 29 日(日) 

後期 追試験 2 月 29 日(日) 

「追試験連絡票」と身分証明書を持参してください。

定期試験が急な病気やケガなどやむを得ない理由で受 
験できなかった場合は、ＨＲ担任から前期９月 18 日（水）、

後期 1 月 29 日（水）に送付される「再試験連絡票」で、

時間帯と教科を確認して受験すること。 

定期試験の時間割 受験する科目に印をつけておきましょう。

1限 2限 3限 4限 5限 6限
９：１５～９：５５ １０：１０～１０：５０ １１：０５～１１：４５ １２：４０～１３：２０ １３：３５～１４：１５ １４：３０～１５：１０

前期 定期試験　 9月 1日 音楽Ⅰ 体育② 現代の国語 言語文化 物理基礎 生物基礎
美術Ⅰ 体育③ 国語表現 文学国語 化学基礎 家庭総合

後期 定期試験　 1月12日 書道Ⅰ 地理総合 古典探究 地学基礎 消費生活
情報Ⅰ 世界史探究 保育基礎 フードデザイン

1限 2限 3限 4限 5限 ６限
９：１５～９：５５ １０：１０～１０：５０ １１：０５～１１：４５ １２：４０～１３：２０ １３：３５～１４：１５ １４：３０～１５：１０

前期 定期試験　 9月  8日 ビジネス基礎 保健 英語コミュニケーションⅠ 数学Ⅰ 歴史総合 日本史探究
ビジネス・コミュニケーション 英語コミュニケーションⅡ 数学Ⅱ 倫理 公共

後期 定期試験　 1月19日 ビジネス法規 論理・表現Ⅰ 数学Ａ 数学Ｂ 政治・経済
簿記 英語入門講座 数学入門講座

Ｘ試験

Ｙ試験

「国語表現」「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」「書道Ⅰ」「情報Ⅰ」は後期試験をおこないません。
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年間行事予定表

1 月 1 水 1 土 1 月 1 木 1 日

2 火 2 木 2 日 2 火 2 金 2 月

3 水 在校生手続日 3 金 3 月 3 水 3 土 3 火

4 木 4 土 4 火 4 木 4 日 4 水

5 金 在校生手続日 5 日 5 水 5 金 5 月 5 木

6 土 6 月 6 木 6 土 6 火 6 金

7 日 7 火 7 金 7 日 7 水 7 土

8 月 8 水 8 土 8 月 8 木 8 日

9 火 9 木 9 日 9 火 9 金 9 月

10 水 入学生手続日 10 金 10 月 10 水 10 土 10 火

11 木 11 土 11 火 11 木 11 日 11 水

12 金 12 日 12 水 12 金 12 月 12 木

13 土 13 月 保護者個別懇談会（１年） 13 木 13 土 林間学校 13 火 13 金

14 日 14 火 保護者個別懇談会（１年） 14 金 14 日 14 水 14 土

15 月 15 水 保護者個別懇談会（２・３年） 15 土 15 月 15 木 15 日

16 火 16 木 16 日 16 火 16 金 16 月

17 水 17 金 17 月 17 水 17 土 17 火

18 木 18 土 18 火 18 木 18 日 18 水

19 金 19 日 19 水 19 金 19 月 19 木

20 土 20 月 20 木 20 土 20 火 20 金

21 日 21 火 21 金 21 日 21 水 21 土

22 月 22 水 22 土 22 月 22 木 22 日

23 火 23 木 23 日 23 火 23 金 23 月

24 水 24 金 24 月 24 水 24 土 24 火

25 木 25 土 25 火 25 木 25 日 25 水

26 金 26 日 26 水 26 金 26 月 26 木

27 土 27 月 27 木 27 土 27 火 27 金

28 日 28 火 28 金 28 日 28 水 28 土

29 月 29 水 29 土 29 月 29 木 29 日

30 火 30 木 30 日 30 火 30 金 30 月

31 金 ・検尿(二次) 31 水 31 土

・春期休業(～5日）　　　　 ・保護者会理事会・総会 ・夏季休業（18日～）　　　　　

・夏季休業（～28日）

生徒連絡日

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

再試・追試　　　　　　　

みどりの日

Ｘ試験

学習進度表送付憲法記念日

在校生手続日

Y１ 離任式   こどもの日

　

在校生出校日
内科検診 ｚ１ Ｙ４

生活体験発表会

Ｙ試験

中部生活体験発表会

ｚ４
前期遅滞レポート締切日

受験資格連絡
学習進度表送付

入学生手続日 山の日

入学生手続日

入学式

海の日 予備日

林間学校

保護者個別懇談会（４年） 敬老の日

ｚ３

X2

 秋分の日

高認説明会（第1回） 修学旅行
前期再提出レポート
締切日・予備日

修学旅行

Ｘ1　 ｚ２ 予備日

令和６年度(202４年４月-202５年３月)

・閉庁期間（12日～1６日）

昭和の日

Ｘ４  防災訓練

部活

オリエンテーション・内科検
診・１年Ｘ線 心電図

補充

Ｘ３　　４年進路説明会
学習進度表配付

Ｙ３
進路学習会

・一日看護体験　　　　　　　・
ハローワークジョブキャンバス

Ｙ２　生徒総会 高認説明会（第２回）
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1 火 1 金 1 日 1 水 1 土 1 土

2 水 2 土 2 月 2 木 年始 2 日 2 日

3 木 3 日 3 火 3 金 年始 3 月 3 月

4 金 4 月 4 水 4 土 4 火 4 火

5 土 5 火 5 木 5 日 5 水 5 水

6 日 6 水 6 金 6 月 6 木 6 木

7 月 7 木 7 土 7 火 7 金 7 金

8 火 8 金 8 日 8 水 8 土 8 土

9 水 9 土 9 月 9 木 9 日 再試・追試 9 日

10 木 10 日 10 火 10 金 10 月 10 月

11 金 11 月 11 水 11 土 11 火 11 火

12 土 12 火 12 木 12 日 12 水 12 水

13 日 13 水 13 金 13 月 13 木 13 木

14 月 14 木 14 土 14 火 14 金 14 金

15 火 15 金 15 日 15 水 15 土 15 土

16 水 16 土 16 月 16 木 16 日 16 日

17 木 17 日 17 火 17 金 17 月 17 月

18 金 18 月 18 水 18 土 18 火 18 火

19 土 19 火 19 木 19 日 19 水 19 水

20 日 20 水 20 金 20 月 20 木 20 木

21 月 21 木 21 土 21 火 21 金 21 金

22 火 22 金 22 日 22 水 22 土 22 土

23 水 23 土 23 月 23 木 23 日 23 日

24 木 24 日 24 火 24 金 24 月 24 月

25 金 25 月 25 水 25 土 25 火 25 火

26 土 26 火 26 木 26 日 26 水 26 水

27 日 27 水 27 金 27 月 27 木 27 木

28 月 28 木 28 土 28 火 28 金 28 金

29 火 29 金 29 日 年末 29 水 29 土

30 水 30 土 30 月 年末 30 木 30 日

31 木 31 火 年末 31 金 31 月

・冬期休業(２３日～) ・冬季休業（～6日） ・春期休業(２４日～)

・人権週間(４日～10日)

予定は都合により変更することがあります

１０月 １１月

元日

１２月 １月 ２月 ３月

予備日

Ｙ６　　文化の日
後期遅滞レポート
締切日　　　予備日

スノーボード学校

予備日

生徒連絡日

z6

Ｘ５
前期試験結果連絡表配付

成人の日

Ｘ８　受講登録

学校祭

建国記念の日

Ｘ試験

Ｙ５

z5 Ｙ８ 受講登録

卒業式

スポーツの日

追認指導　予備日

後期試験結果連絡表送付

受験資格連絡
学習進度表送付

Ｘ７ 受講登録説明
z８  後期再提出レポート
　　　視聴記録締切日

予備日

Ｙ試験

入試（新入後期）

春分の日予備日

高認単位認定申請締切日・技能
審査単位認定締切日

天皇誕生日

県民の日学校ホリデー

勤労感謝の日

Ｙ７　受講登録

・大学入学共通テスト

スノーボード学校

県生活体験発表会

Ｘ６　学習進度表配付
東海四県交歓会 学習進度表送付

ｚ７ 入試（新入前期）
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令和３年度以前に入学した生徒用教育課程編成表 
                     

教科 科目 標準 

単位数 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 計 備考 

共 
通 
科 
目 

国 語 

国語総合 4 4●  4 (1)受講科目を選択することで３

年間での卒業が可能。 

 

(2)●のついた科目及び総合的な

探究（学習）の時間は必修。 

 

(3)△□のついた科目は選択必修

科目で、同記号の科目の中か

ら１科目以上を選択。 

 

(4)理科は選択必修科目で、◇か

ら３科目以上を選択。 

 

(5)◎○のついた科目は新入学時

に同記号の科目の中からそれ

ぞれどちらか一方を選択。 

 

(6)「数学入門講座・英語入門講

座」は学校設定科目。 

 

(7)単位制で運用するので類型は

設けない。 

 

(8)卒業に必要な単位数は74単位

以上とする。 

 

(9)教務内規に従って高等学校 

卒業程度認定試験でこの表に

ある科目に合格した場合、当

該科目の標準単位数を本校の

単位として認定できる。 

 

(10)学校外における学修 

教科「学校外活動」 

科目「知の探究講座」

 

※この表は新入学をした生徒を

対象にしたものである。 

※転編入をした生徒は前歴校等

での科目の単位修得状況によ

って修得すべき科目の条件が

異なる場合がある。 

※転編入をした生徒は卒業まで

に満たすべき特別活動時数が

異なる場合がある。 

 

 
 

国語表現 3  4 4 

現代文Ｂ 4  4 4 

古典Ｂ 4  4 4 

地理歴史 

世界史Ｂ 4  4● 4 

日本史Ｂ 4  4△ 4 

地理Ａ 2  2△ 2 

公 民 

現代社会 2 2●  2 

倫理 2  2 2 

政治・経済 2  2 2 

数 学 

数学Ⅰ 3 ◎3●  3 

数学Ⅱ 4  4 4 

数学Ａ 2  2 2 

数学Ｂ 2  2 2 

数学入門講座 3 ◎3  3 

理 科 

生物基礎 2 2◇  2 

物理基礎 2  2◇ 2 

化学基礎 2  2◇ 2 

地学基礎 2  2◇ 2 

保健体育 
体育 7～8 3● 3● 3● 3 12 

保健 2 2●  2 

芸 術 

音楽Ⅰ 2  2□ 2 

美術Ⅰ 2  2□ 2 

書道Ⅰ 2  2□ 2 

外 国 語 

コミュニケーション英語Ⅰ 3 ○3●  3 

コミュニケーション英語Ⅱ 4  4 4 

英語表現Ⅰ 2  3 3 

英語入門講座 3 ○3  3 

家 庭 家庭総合 4  4●  4 

情 報 社会と情報 2  2● 2 

専
門
科
目 

商 業 

ビジネス基礎 2～4  3 3 

ビジネス実務 2～4  3 3 

経済活動と法 2～4  3 3 

簿記 2～5  4 4 

家 庭 

消費生活 2～4  3 3 

子どもの発達と保育 2～8  3 3 

フードデザイン 2～6  3 3 

特別活動 30単位時間以上 10以上 10以上 10以上 10以上

総合的な探究（学習）の時間 3～6 3●  3 

登録可能な単位数の上限 26 30 30 30   

※１年次（０～１３単位を修得しているもの）２年次（１４～２７単位を修得しているもの）３年次（２８単位以上修得していて、
その年度に卒業条件を満たす見込みのないもの）４年次（その年度に卒業条件を満たす見込みのあるもの） 
※●は必修科目。◇△□は選択必修科目。無印は選択科目。 
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令和４年度以降に入学した生徒用教育課程編成表

科目
標準
単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 計 備考

現代の国語 2 2● 2

言語文化 2 2● 2

文学国語 4 4

国語表現 4 4

古典探究 4 4

地理総合 2 2

歴史総合 2 2● 2

日本史探究 3 4

世界史探究 3 4

公共 2 2● 2

倫理 2 2

政治・経済 2 2

数学Ⅰ 3 3● 3

数学Ⅱ 4 4

数学Ａ 2 2

数学Ｂ 2 2

数学入門講座 3 3 3

物理基礎 2 2

化学基礎 2 2◇ 2

生物基礎 2 2◇ 2

地学基礎 2 2

体育② 2□ 2□ 2□ 2□

体育③ 3□ 3□ 3□ 3□

保健 2 2● 2

音楽Ⅰ 2 2

美術Ⅰ 2 2

書道Ⅰ 2 2

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 〇3● 3

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 4

論理・表現Ⅰ 2 3

英語入門講座 3 〇3 3

家庭 家庭総合 4 4● 4

情報 情報Ⅰ 2 2

ビジネス基礎 2～4 3

ビジネス・コミュニケーション 2～4 3

ビジネス法規 2～4 3

簿記 2～4 4

消費生活 2～4 3

保育基礎 2～8 3

フードデザイン 2～8 3

10以上 10以上 10以上 10以上

3～6 3● 3

26 30 30 30

教科

共
通
科
目

国語

(1)受講科目を計画的に選択することで３年間での卒業も
可能。

(2)●の科目及び総合的な探究の時間は必修。

(3)理科は選択必修科目で、◇から３科目以上を選択。

(4)○の科目は新入学時にどちらか一方を選択。

(5)芸術は選択必修科目で、△から１科目以上を選択。

(6)体育は□から選択し、卒業までに７単位以上必修。上
限は12単位。同一年度内に②③を同時履修することはでき
ない。

(7)「数学入門講座」・「英語入門講座」は学校設定科
目。

(8)単位制で運用するので類型は設けない。

(9)卒業に必要な単位数は74単位以上とする。

(10)教務内規に従って高等学校卒業程度認定試験でこの表
にある科目に合格した場合、当該科目の標準単位数を本校
の単位として認定できる。

※この表は新入学をした生徒を対象にしたものである。
※転編入をした生徒は前歴校等での科目の単位修得状況に
よって修得すべき科目の条件が異なる場合がある。
※転編入をした生徒は卒業までに満たすべき特別活動時数
が異なる場合がある。

4

4

4

地理歴史

2●

4

4

公民 2

2

数学

4

2

理科

2◇

2◇

7～12

芸術

2△

2△

2△

保健体育
7～8

家庭

3

外国語
4

3

2●

登録可能な単位数の上限

※１年次（０～１３単位を修得しているもの）２年次（１４～２７単位を修得しているもの）３年次（２８単位以上修得していて、その年度に卒業条件を満たす見込み
のないもの）４年次（その年度に卒業条件を満たす見込みのあるもの）
※●は必修科目。◇・△・□は選択必修科目。無印は選択科目。

2

3

3

特別活動 30単位時間以上

総合的な探究の時間

専
門
科
目

商業

3

3

3

4
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特別活動の出席の記録 卒業までに出席しなければならない時数 時間

前年度までに出席した時数の累計 時間

ロングタイム（ＬＴ）

Ｘ１ Ｙ１ Ｘ２ Ｙ２ Ｘ３ Ｙ３ Ｘ４ Ｙ４

Ｘ５ Ｙ５ Ｘ６ Ｙ６ Ｘ７ Ｙ７ Ｘ８ Ｙ８

学校行事

在校生出校日

修学旅行

林間学校入学式・入学式手伝い

学校祭

オリエンテーション

スノーボード学校

各科目の学習状況の記録

　添削指導および試験

講師
番号

　面接指導

Ｘ Ｙ ｚ Ｘ Ｙ ｚ Ｘ Ｙ ｚ Ｘ Ｙ ｚ Ｘ Ｙ ｚ Ｘ Ｙ ｚ Ｘ Ｙ ｚ Ｘ Ｙ ｚ
1 1 1 2 2 2 3 3 3 4 4 4 5 5 5 6 6 6 7 7 7 8 8 8

視聴
記録

その
他

第9回 第10回 第11回 第12回

後　期
補充
面接

科 目 名
第1回 第2回

講座
番号

前　期

科 目 名

試　験

前期 後期

添　削　指　導

第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回



1

…

7 14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 1 15 22 29 6 13 20 27 3 10 17 24 1 8 15 22 5 12 19 26 2 9 16

23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 27 1 8 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 12 19 9

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

12 654321 7 8 9 10 11 12

12 7654321 8 9 10 11 12

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

54321 6 7 8 9

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

54321 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

16 9 1 2 43

16 13 1 2 43

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9

16 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

16 14 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

16 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

16 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

16 54321 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9

54321 6 7 8 9

16 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

321

12

8 16

－37・38－
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- 39 - 
 

 

１ 進 路 相 談 

 本校を卒業することが見込まれれば、さまざまな進路先の受験資格が得られます。進学・就職や

資格取得など進路に関することは、ホームルーム担任や進路指導課に相談してください。進路

選択の参考となる各大学・短大・専修学校の募集要項や入学案内、各種受験雑誌や進学ガイド

ブック類、「高校卒業程度認定試験（高認）」や就職関係の資料が備えてありますので、閲覧を

希望する人は申し出てください。また、旭陵校舎 1 階～2 階南階段の進路掲示板をよくみるよ

うに心がけてください。なお４年次生を対象にした「進路説明会」を 6 月に実施します（詳し

くは「ＨＲ伝達」や「月報」で連絡します）出席できるように予定してください。 

２ 証明書の発行について 

 就職や大学・短大・専修学校の出願には、「調査書」や「成績証明書」などが必要です。必要

とする日の 1 週間以上前にホームルーム担任に申し出てください。「単位修得証明書」や「単位

修得見込証明書」の発行についても同様です。 

３ 進学について 

（1）大学・短期大学（一部・昼間部） 

   大学や短大に進学を希望する人は、学校の勉強に加えて受験勉強が必要です。さまざまな

受験雑誌や各大学のパンフレットなどをよく調べ、早めに志望校を決めることが大切です。

その際に自分の適性や能力をよく考えて選択して下さい。ホームルーム担任や進路指導課に

相談するとともに、校外模試などを積極的に受験して自分の学力をよく把握してください。 

（2）推薦入試 

  大学や短大・専修学校への推薦を希望する人は、所定の期日までに本校所定の「推薦願」

をホームルーム担任に提出してください。その後、推薦委員会で審議のうえ、推薦の可否を

決定します。 

   推薦されるには、成績その他が大学等の推薦基準に合うことが必要です。また本校の出席

状況やレポートの提出状況なども考慮します。 

   指定校推薦・専願推薦入試の場合は合格の可能性は高くなりますが、合格後の変更や辞退

はできません。 

第三章 進路について 
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試験を受けるためには、各自治体の人事委員会が作成した所定の申込み用紙で申込まな

ければなりません。また、受験案内書にはその年の実施要項が細かく説明されていますの

で、早めに取り寄せてください。 

(3) 通信制大学・短大 

     大学・短大の通信教育部は、卒業後の資格などは通学制の大学となんらかわりません。

印刷教材等による授業・面接指導・放送による授業・メディアを利用した授業などを組み

合わせて学習が進められ、この形態は学校によって異なります。 

(5) 専修学校（通称 専門学校）・各種学校 

 専修学校や各種学校は、各種の資格を取得したり、専門的な職業に就くための学校です。し

たがって自分の適性・将来の職業をよく考えて学校を選択しなければなりません。また入試の

内容はさまざまですので、学校の選択についてはよく研究してください。なお、看護専門学校

など医療系の学校は大学や短大並みの受験勉強が必要です。 

４ 就職について 

 (1) 一般企業への就職 

卒業見込者（4 年次生）で就職を希望する人は、学校から名古屋中公共職業安定所（ハロ

ーワーク名古屋中・学卒部門）に新規学卒者として就職斡旋を依頼することができます。

就職希望者は 6 月に実施する進路説明会に必ず出席してください。  

(4) 社会人入試 

 勤労者や主婦を対象に社会人入試をしている大学が多数あります。成績や年齢・勤務 

状況など学校によってさまざまな条件が付けられています。希望する人は、早めに資料を

取り寄せた上でホームルーム担任や進路指導課に相談してください。 

 受験案内書、受験申込み用紙の請求先  

（2）公務員試験 

 公務員試験の受験を考えている人は、募集要項や願書はすべて自分で取り寄せてください。

また出願も各自で行ってください。募集要項は、地方公共団体の広報やＨＰなどに掲載されま

す。公務員試験に合格するためには市販の問題集などを使用するなどして相当な受験勉強が必

要です。 
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 受験申込みの受付期間  

  

 請求先は、各自治体の人事委員会やサービスセンターなどです。直接訪れるのが最善です

が、郵便で請求する場合は、事前に電話で問い合わせてください。封筒の表に「初級試験申

込用紙請求」であったり「Ⅲ類申込書請求」または「高校卒程度」と赤字で書き、切手をは

った返信先明記の返信用封筒を同封する方法が多いようです。 

 地方公務員採用試験は、各自治体の人事委員会で行っているために、受験申込みの受付期間

は統一されていません（国家公務員採用試験は統一日です）。早いところで 6 月中旬から、遅

いところで 9 月中旬からです。 

 受付期間に申込みが間にあわなければ受験できませんので、受験希望者は 5 月になったら自

分が受験する各自治体の人事委員会へ問い合わせるようにしてください。 
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高等学校では教科の学習とは別に、特別活動にも参加することが必要です。 

特別活動には、ホームルーム活動、学校行事、生徒会活動の 3 つがあります。 

 
１ 特別活動 

(1) ホームルーム活動 

  面接指導日の 6 時限終了後にＬＴ（ロングタイム）を実施します。 

   （学年ごとの目標） 

   1 年次生―― 仲間を知り、よりよい学習の場を作る。 

   2 年次生―― 学ぶことの意義を考え、人生の指針を確立する。 

   3 年次生―― 学習の充実をはかり、校内活動の中心的役割を果たす。 

   4 年次生―― 学校生活を振り返り、より良い人生を探求する。 

(2) 学校行事  

  学校行事には、入学式・卒業式・在校生出校日・新転編入生のオリエンテーションや生活体

験発表会・学校祭などの全員が参加して行う行事と、修学旅行・林間学校・スノーボード学校

など、目的によって希望者を募集して行う行事とがあります。卒業するまでに、できるだけ多

くの行事に積極的に参加してください。 

 (3) 生徒会活動 

  全校生徒が、民主的な自主活動をとおして、お互いの理解を深め、明るい学校生活を築きあ

げていくことを目的として、学校祭・生徒総会・東海四県交歓会への参加などを行います。詳

細については生徒会会則（p.48～p.51）を見てください。 

 (4) 特別活動出席時数の取り扱い        

  卒業するまでに 30 時間（転編入生徒は p.14 を参照のこと）の出席が必要です。各年次に合

計 10 時間を目標にして出席するようにしましょう。特別活動の出席時数として計算するもの

は次の表に示してあるもので、それぞれ認定する出席時数は決まっています。よく考えて不

足しないように参加してください。 

 特別活動の時間補充は、4 年次生のうち特別活動の出席時数が不足するために卒業できなく

なる生徒に限り、卒業までに必要な特別活動出席時数の１０分の６を限度に行います。ホー

ムルーム担任に相談してください。ただし、特別活動の時間補充をしても卒業できない生徒

は対象となりません。   

 

第四章  特別活動と学校生活 
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 特活時数取り扱い一覧 

行     事 認定時数 対   象 

ＬＴ（年間 16 回） 16  全員 

在校生出校日 2  在校生全員 

入学式 2  新入生・転編入生 

入学式手伝い 2  希望者 

オリエンテーション 2  新入生・転編入生 

夏季宿泊面接指導（林間学校） 2  希望者 

宿泊面接指導（修学旅行） 4  2～4 年次生希望者 

学校祭  2※  全員 

冬季宿泊面接指導（スノーボード学校） 2  希望者 

宿泊を伴う行事は実施されない場合があります。 

※午前または午後だけの参加は 1 時間 

(5) ＬＴ年間計画表 

Ｘ1 ホームルーム Ｘ5 ホームルーム 

※Ｙ1 離任式 Ｙ5 ホームルーム 

Ｘ2 ホームルーム Ｘ6 ホームルーム 

※Ｙ2 生徒総会 Ｙ6 ホームルーム 

Ｘ3 ホームルーム Ｘ7 ホームルーム(受講登録説明） 

Ｙ3 ホームルーム Ｙ7 ホームルーム(受講登録） 

Ｘ4 防災訓練 Ｘ8 ホームルーム(受講登録） 

※Ｙ4 校内生活体験発表会 Ｙ8 ホームルーム(受講登録） 

① ※印は体育館で実施します。 

② ｚ面接指導日および試験の日にはＬＴは実施しません。 
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(2) 校 内 生 活 

 

（2）校 内 生 活  

 ① 「ＨＲ伝達（ホームルーム伝達）」を読むこと。 

   使用教室の変更や、その他の大切な連絡があります。 

 ② 面接指導日には、ＬＴに出席すること。 

   各ホームルーム教室でホームルーム担任より出欠の確認や連絡など諸指導をうけてくだ

さい。また、体育館にて合同で実施する場合もあります。 

 ③ 部活動に参加しよう。 

   部活動は、趣味や教養を養い、心身の健康を助長し、協力の態度を培うことを目的に、 

生徒が主体的に活動するものです。詳細については活動規定（p.51～p.52）を見てください。 

 ④ 所持品の管理は各自でしっかりと。 

   多額の金銭や貴重品は持参しないでください。 

   所持品には記名するなど、各自でしっかりと保管してください。 

   体育や部活動の時間には、貴重品は必ず携行し、決して教室などに放置しないでくだ 

さい。 

⑤ 気持ちよく学校生活が送れるよう、次のマナーを守ってください。 

 

※いじめ、暴力、脅迫など、人の権利を力で奪うような行為は絶対に 

いけません。 

※２０歳未満の人の飲酒は法律で禁止されています。２０歳を越えた 

人でも学校生活での飲酒は禁止です。 

２ 学校生活における諸注意  

  出校日には、主として旭丘高校の校舎を使用します。そのため、校舎の使用に伴う心得は、

旭丘高校の規則に従います。次の注意事項を必ず守ってください。 

（1） 登 下 校 

 ① 自動車通学は禁止です。通学の際は、公共交通機関を利用してください。身体的な事情等

特別な場合は考慮することがあります。原付・自動二輪で通学する場合は、在校生手続セッ

トまたは入学式書類セットにある通学届を出してください。各自交通法規を遵守してくださ

い。 
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⑥ 旭丘高校の備品などに手をふれないでください。 

  旭丘高校の備品などに手をふれたり、使用したりしないでください。また、教室の椅子や

机を勝手に移動させないでください。やむをえず、移動させた場合は、使用した人で、必ず

もとにもどしておいてください。 

⑦ 気分が悪くなったら、保健室へ！ 

  学校の中で負傷したり、気分が悪くなったりした場合は、保健室（旭陵校舎 1 階）へ連絡

してください。なお、内服薬は常置されていませんので、持病のある人は、薬を持参してく

ださい。 

⑧ 健康上要配慮事項がある人は、ホームルーム担任に申し出てください。 

  持病のある人、現在医師にかかっている人など、健康上の要配慮事項がある人は、ホーム

ルーム担任に申し出てください。 

⑨ 「相談室」・スクールカウンセラーの利用を！ 

  からだや心の悩みだけでなく、勉強・仕事等の悩みのある人が個人的にスクールカウンセ

ラーと面談ができるように「相談室」を設けています。場所は旭陵校舎 3 階生物地学準備室

の中です。スクールカウンセラー来校の日は「月報」または「ＨＲ伝達」で連絡します。 

(3) 次のような場合には、ホームルーム担任に早急に届け出てください。 

① 交通事故にあったり、交通事故を起こしたとき。 

② 家族に不幸があったり、災害にあったりしたとき。 

③ 氏名・住所・勤務先・電話番号を変更したとき。 

④ 転学、退学、学習中断しなければならない事態が生じたとき。 

⑤ 校内でグループ活動等をするとき。 

⑥ 保証人、保護者の変更が生じたとき。 
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３ 学 校 行 事 

 学校行事には、次のような行事があります。可能な限り参加をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行 事 名 実施期日 行 事 内 容 対 象 

新・転・編入学者 4 月 2１日 その年度に入学した生徒に対し、学習方法や学校

生活について説明をする大切な行事です。 

新・転・編入

学者全員 オリエンテーション 

校内生活体験発表会 7 月７日 本校に学ぶ生徒の生活体験を発表する会です。発

表の優秀な生徒は、県・中部・全国大会に出場す

る道が開かれています。自分の生活を振り返るよ

い機会です。 

全員 

夏季宿泊面接指導 7月 13～14 日 野外活動を通して、自然に親しむとともに、団体

生活における社会的態度を養う機会です。（乗鞍

高原） 

希望者 

（林間学校） （約 30 名） 

宿泊面接指導 9 月 23～24 日 古都、京都の歴史や文化に触れ、理解を深めるこ

とを通して、学校生活をともにした生徒同士や教

員との親睦を深めます。 

2 ～ 4 年次

生の希望者 （修学旅行） 

東海四県交歓会 10 月 27 日 東海四県下の７校の通信制高等学校の生徒会執行

部を中心にして、希望者を募って、交流や親睦を

はかる会です。 

生徒会執行

部及び希望

者 

学校祭 

 

11 月 10 日 全体会と発表展示が柱となっています。希望する

部活動・クラス・有志・個人がその発表単位とな

ります。模擬店なども出ています。 

全員 

冬季宿泊面接指導 1月31日～2月1日 スノーボードの実習を通して、自然に親しむと

ともに、団体生活における社会的態度を養う機

会です。（ひるがの高原） 

希望者 

（スノーボード学校） （約 25 名） 

宿泊を伴う行事は実施されない場合があります。 

注：上記以外に、在校生出校日・入学式・離任式・生徒総会・卒業式などがあります。 
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４ 「日本スポーツ振興センター」及び「愛知県公立高等学校ＰＴＡ連合会見舞金」

の利用 

  面接指導日の教科指導や学校行事・課外活動などで、また、通常の経路・方法での通学途中

で、負傷や病気になって医療機関にかかった場合は、「日本スポーツ振興センター」や「愛知

県公立高等学校ＰＴＡ連合会」から、医療費の一部が支給されます。 

  学校での負傷については、その時はたいしたことがないと思っても、必ず保健室へ来て手当

てを受けるか、医療機関で診療してもらうようにしてください。医療費は、下のような手続き

をすればその一部が後日給付されます。 

  

 
1．該当の災害が起きたら、必ず保健室に連絡してください。その時に手続きのしかたを説明し

ます。 

2．災害発生後、少なくとも 3 日以内に医師にかかってください（できるだけその日に）。3 日以

上経過していても手続きが複雑になりますが、給付されないわけではありませんので、医師に

かかったときはその旨報告してください。 

3．手続きに必要な書類は、各月の月初めに保健室へ提出してください。また災害発生から 2 年

間、センターに請求を行わないと、給付を受ける権利は時効によって消滅します。 

4．医療費のセンターからの給付は、初診から最長 10 年で打ち切られます。 

5．医療費総額（請求額）が 5,000 円未満の場合は支給されませんので、個人負担となります。 

  その他に、センターからの障害見舞金等や愛知県公立高等学校ＰＴＡ連合会からの見舞金

（死亡・障害・治療）の給付が受けられる場合がありますが、障害や治療の見舞金を受けるた

めには、まずセンターから医療費の給付を受けていることが前提となりますので、該当者には

係から連絡します。 

 

 

 

 

給付を受けるためには 

 
       来 訪      診 療        書類作成依頼 

  本  ⼈     保 健 室      医療機関        本   ⼈ 

 

              
        振込 

                      センター        保 健 室 

 
         （最大受給期間 10 年） 

手続きと給付金の支給 

(2年で時効)

教育委員会 
学   校 

本   ⼈ 
指定口座 

書類提出 
(翌月初め) 

書類受領 
(翌月初め)診 療 

審  査 
給付額算定 

(毎月10日締切)
  受給請求 

翌月10日 
 振込 
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５ 生 徒 会 

(1) 生徒会会則 

     第 1 章  総    則 

第 1 条 本会は旭陵高等学校生徒会と称する。 

第 2 条 本会は本部を旭陵高等学校職員室に置く。 

第 3 条 本会は、教員の助言のもとに自主活動を通して、生徒相互の理解親睦と、教養を高め、 

    学校生活を楽しく規律正しいものにすることを目的とする。 

第 4 条 本会は、前条の目的を達成するために下記の活動を行う。 

 1．学校生活の改善や福祉向上を図る運動 

 2．学校行事に対する協力参加 

 3．機関誌の発行 

 4．その他、目的を達成するための諸行事 

     第 2 章 運 営 組 織 

第 5 条 本会は、旭陵高等学校生徒を会員とし、教員を顧問とする。 

第 6 条 本会の活動に必要な経費は、会費その他をもってあてる。 

第 7 条 本会の自主的な運営を円滑に推進するため、下記の委員会及び役員を置く。 

  1．執行委員会  生徒会長 1 名、副会長 1 名、書記 1 名、会計 1 名、 

   運動部担当委員 1 名、文化部担当委員 1 名、ＨＲ担当委員 1 名 

  2．代議員会 各クラス代議員 2 名 

  3．専門部会 各部長 

      ア．2・3 の委員会は適時開催する。 

  4．選挙管理委員 委員 2 名 

  5．会計監査委員会 委員 2 名 

第 8 条 役員の任期は当該年度 4 月から 3 月までとし、再任を妨げない。 

    第 3 章 執 行 委 員 会 

第 9 条 1．執行委員会は執行機関であり、第 7 条に定める執行委員会及び議決機関の代表で

ある議長をもって構成する。 

  2．執行委員は、選挙または信任投票によって選出され、生徒総会の信任を得て決定 
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     する。 

第 10 条 執行委員会は、必要に応じて生徒会長が招集する。 

 第 11 条 執行委員会は、代議員会等の各委員会及び総会の決議事項並びに緊急事項を処理執行 

する。 

第 12 条 生徒会長が事故等の場合は、副会長がこれを代行する。 

     第 4 章 代 議 員 会 

第 13 条 1．代議員会は総会につぐ議決機関であり、代議員並びに執行委員で構成する。 

  2．代議員は各クラスから 2 名選出する。なお、代議員が執行委員に選出された場合 

   は、当該クラスから補充する。 

   ただし、ＨＲ委員がこれを代行することもできる。 

 第 14 条 代議員会は、必要に応じて適時開催する。 

第 15 条 1．代議員会は生徒会長が招集する。 

  2．議長・副議長は第１回代議員会で選出する。また、議長が事故等の場合は副議長 

  に代行能力は与えられず、新規に互選する。 

第 16 条 代議員会の任務は下記の事項とする。 

  1．生徒会活動の企画並びに決定 

  2．予算審議及び年間活動方針の決定 

  3．ＨＲ活動の報告及び連絡 

  4．表彰等に関する事項の実施 

     第 5 章 専 門 部 会 

第 17 条 1．専門部会は各部の部長で構成する。 

   2．部長・副部長とも、各部より各 1 名選出する。 

第 18 条 専門部会は必要に応じて執行委員会がこれを招集する。ただし、年度始めと年度末に

は必ず招集する。 

第 19 条 専門部会では、主に部予算の承認及び活動内容の報告を行う。 

    第 6 章 選挙管理委員会 

第 20 条 1．生徒会役員選出のために選挙管理委員会を設置する。 

  2．本委員会は、委員 2 名で構成されるが、選出は代議員の互選が望ましい。 

第 21 条 本委員会の任務は下記の事項とする。 
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  1．立候補の受け付け 

  2．選挙の告示 

  3．投票及び開票の管理 

  4．その他、選挙及び信任投票に関する必要事項 

    第 7 章 会計及び会計監査委員 

第 22 条 会費は会員 1 人につき、年額 1,500 円とする。 

第 23条  1．会計監査は必要に応じて会計監査委員が行い、生徒総会で前年度の収支決算を報 

 告する。 

  2．会計監査委員は 2 名設ける。その選出は代議員の互選が望ましい。 

第 24 条  会計年度は、4 月 1 日から 3 月 31 日までとする。 

    第 8 章 生 徒 総 会 

第 25 条  1．生徒総会は本会の最高の議決機関であり、定期総会を年 1 回開催し、（次期）執 

     行部の成立その他を審議する。 

    ただし、必要に応じて生徒会長が代議員会の承認を得て、これを招集することが 

    できる。 

    2．生徒会長は、会員の 1／5 以上の請求があった場合は総会を招集しなければなら 

     ない。なお、この際の総会の名称は、臨時総会とする。 

第 26 条 下記の事項についての議決承認は、必ず総会に付議しなければならない。 

    1．執行委員の信任 

    2．規約の改正 

    3．その他、代議員会で必要と認められた事項 

       ア．ただし、前年度決算報告及び年間行事報告は、生徒総会での審議にゆだねる。 

    第 9 章 議    決 

第 27 条  1．あらゆる議事は、出席者の多数をもって議決される。 

   2．可否同数の場合は、議長がこれを決定することができる。 

   3．執行委員は、総会及び代議委員会等の議決に参加できない。 

    4．代議員会の議決は各クラス１票とし、他の委員会の議決もこれに準ずる。また、 

     専門部会での議決は各部 1 票とする。 

   5．すべての議決は学校長の承認を得て成立する。 
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附    則 

第 28 条 本会会則の改正は、代議員会より総会に提出され、承認されたのち学校長の許可を得 

て成立する。 

第 29 条 本会会則は、昭和 48 年 4 月から効力を発する。 

    昭和 55 年 4 月  一部改正施行 

   昭和 59 年 4 月  一部改正施行 

    昭和 61 年 4 月  一部改正施行 

    平成 2 年 4 月  一部改正施行 

     平成 7 年 4月   一部改正施行 

    平成 12 年 4 月  一部改正施行 

    平成 15 年 4 月  一部改正施行 

    平成22年12 月   一部改正施行 

(2) 生徒会機構図 

 

 

 

 

 

 

 

 
(3) 部活動規定（抜粋） 

 1．方 針 

   部活動は、面接指導の時間外において、健全な趣味や豊かな教養を養い、個性の伸長を 

図り、心身の健康を助長し、集団生活において協力していく態度を培うことを目的とした、 

生徒の自主的活動とする。 

 2．部活動一覧 

① 部活動として活動できるのは、以下の部とする   

    文化部―手芸、映画研究、美術、写真、書道、茶華道、（ボードゲーム同好会） 

運動部―テニス、バドミントン、サッカー、卓球、陸上競技、ソフトボール 

 3．登録及び変更など実施要項 

① 生徒は、いずれかの部に所属することができる。 

 

学 校 長

(議決機関) (執行機関) (専門機関) 

生徒総会

代議員会

各クラス

執行委員会 専門部会 

各  部 

選挙管理委員会 

会計監査委員会
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② 複数の部に所属することができる。 

③ 4 月当初に登録を行う。 

   ④ 年度途中における所属部の変更及び加入は、顧問の同意があれば認める。 

 

(4) 生徒会慶弔規定 

1 項 本規定は愛知県立旭陵高等学校在籍の生徒のみとする。 

2 項 本規定は該当する事項は次のとおりとする。 

  1． 会員の死亡（花代・香典合わせて 10,000 円） 

  2． 会員の直系一親等（親・子）の死亡（香典 3,000 円） 

  3． 災害（流失・全壊焼・半壊焼）その他については代議員会等で協議する。 

3 項 本規定に該当するものは、すみやかに担任へ届け出をしなければならない。 
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６ 特別警報発表時の対応について 

◎特別警報とは…数十年に一度の大雨、強度の台風、積雪等が予想される場合に発表されるもので、

「大津波警報」「噴火警報」「緊急地震速報（震度６弱以上）」も特別警報として位置づけられます。

特別警報の対応の原則は、「ただちに命を守る行動をとる」ことです。 

(1)  大雨特別警報や緊急地震速報（震度６弱以上）が発表されている場合は、 

面接指導や学校行事等をおこないません。 

  ア 在宅時に発表された場合は、登校しないでください。 

  イ 登下校途中に発表された場合は、原則として帰宅してください。 

   （ただし状況によっては学校または最寄りの避難所に避難してください。） 

   ウ 学校にいるときに発表された場合は、担任・学校の指示に従って行動をし、帰宅経路 

の安全が確認された後に帰宅することになります。 

 （参考）登下校中に大きな地震の揺れを感じた場合の対応について 

  ①周囲の状況を十分に確認して、「落ちやすいもの」「倒れやすいもの」「移動しやすいもの」 

   から離れてしゃがむ。 

  ②バッグなどで頭を守る。 

  ・屋根瓦、外壁、ガラス、看板の落下に注意するとともに、ブロック塀、電柱、電線、自動 

販売機からできるだけ離れる。崖・山崩れ、堤防決壊、液状化現象などにも注意が必要で、 

崩れやすそうな場所や水のそばからできるだけ離れる。 

  ・自転車に乗っていたらすぐに降りる。 

  ・橋や歩道橋の上にいる時は、動けるのなら早く渡りきる。 

  ・バス・電車に乗っている時は、棚から荷物が落ちてこないか確認する。 

  ※大規模な災害時は「むやみに移動を開始しないこと」が重要です。最寄りの安全な場所へ 

  移動したら、まずは混乱が収まるまで待機しましょう。「遠くの自宅より近くで待機」です。 

(2) 特別警報の発表がなく南海トラフ地震等激甚災害が発生した場合は、休校措置や面接指導 

等再開について学校が「災害用伝言ダイヤル」に録音しますので、それを聴いてください。 

(3) 学校の再開は、以下のようにします。 

 ア 特別警報の解除が伝えられた場合は、原則として次回登校日から再開します。 

 イ 大規模地震等激甚災害が発生した場合は、休校措置や面接指導等再開について学校が 

「災害用伝言ダイヤル」に録音しますので、それを聴いてください。   

※学校ホームページが稼働可能な場合は同様の内容をホームページにも掲載します。 
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(4) 「災害用伝言ダイヤル」を利用してみなさんと学校の情報を交換します。 

  「災害用伝言ダイヤル」とは、大規模な災害が発生した場合に運用されるシステムで、 

安否・居場所などを知らせるメッセージを 30 秒以内で録音・保存できる声の伝言板です。 

【利用方法】 ①「１７１」へ電話をかけ、音声案内に従って市外局番からはじまる自宅の電話 

番号などをダイヤルして伝言を吹き込みます。 

②録音された伝言を聴く場合は①と同様に「１７１」に電話をかけ、案内に従っ

てダイヤルすれば全国どこからでも聞き取れます。 

        ③伝言の保存期間は 2 日間です。録音・保存できる伝言は被災の範囲や被害の大

きさによって設定されますが、数件から最大 10 件となります。 

④伝言の録音・再生とも通話料以外の料金は必要ありません。携帯・公衆電話か

らも利用可能です。電話が混雑している場合は、災害時優先電話である公衆電 

話から利用できます。ただし平常時は運用していません。 

 

ア 生徒・保護者が休校措置・面接指導等再開などの決定及び伝達を聴く場合 

  学校の電話番号を暗証番号とします。 

   「１７１」→「２」→ 暗証番号［０５２－７２１－５３７１］→ 再生            

                 学校の電話番号 

〇文例 「旭陵高校です。○月○日現在の情報です。学校も被害を受けしばらく休校とし     

ます。当面の間、自宅または避難している場所で待機していてください。また、

学校があなたの安否を確認できるように、あなたの自宅の固定電話番号を暗証番

号として伝言ダイヤルに録音するか、電話が復旧したら安否について学校まで連

絡してください。」 

 

 イ 生徒・保護者が自分と家族の安否、住居被害状況や現在避難している場所などの情報  

を録音する場合 

  自宅の固定電話番号（学校に届け出ている番号）を暗証番号としてください。 

   「１７１」→「１」→暗証番号［自宅の固定電話番号 市外局番から］→ 録音 

注意 携帯電話の番号は利用できません （30 秒以内）       

〇文例 「クラス 1Ａ、生徒番号５４○○○、「旭陵太郎」本人です。自分も家族も無事で 

すが、自宅は被害を受けて、○月○目現在、△△△（避難している場所や住所など）

に避難しています。」 
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１ 修学支援 

(1) 教科書・学習書購入代金の還付 

   在校生出校日または入学式当日に購入した教科書・学習書の代金が次の条件で後日還付さ 

れます。詳細については、事務室で配布する申請用紙を参照してください。 

【還付条件】（一部抜粋） 

      ・定職に就いている。（病気で就業できない場合も含む。） 

      ・生活保護における高等学校就学費用を受給していない。 

※ 前年度以前に同じ科目を履修している場合は対象になりません。 

(2) 乗車運賃の割引（学割証の発行） 
学校学生生徒旅客運賃割引証〈通称：学割証〉の発行は、①通学用（割引回数券購入用） 

②旅行用（割引乗車券購入用）の２種類があります。 

※特科生に学割証は発行できません。 

① 通学用（回数券） 

ＪＲ（バスは除く）、名鉄電車及び近鉄電車を利用して通学する場合は、学割証利用に 

より割引回数券（５割引）が購入できます。 

※ 利用できる区間・・・自宅から旭陵高校までの最寄り駅区間内 

通学以外の利用には発行はできません。通信教育の出席日数に応じた枚数（年 6 回の

申請が上限）が発行できます。  

   ☆割引回数券を購入できる駅 

     ＪＲ・・・大曽根、金山、名古屋など 

名鉄・・・大曽根、金山、名古屋、上飯田、日進のみ 

近鉄・・・名古屋、蟹江、桑名など 

② 旅行用（片道 100 ㎞を超えるもの） 

ＪＲ（バスは除く）及び近鉄電車を利用し、帰省・就職・受験・保護者旅行随伴などの 

目的で片道 100 ㎞を超える区間を乗車する場合は、学割証利用により割引乗車券（２割引）

が購入できます。 

申請をする場合、申請書に記入の上、クラス担任の先生に確認の印を受けてから事務室

へ提出してください。 

※ バス・航路・その他私鉄は割引制度に該当するかを調べてから申し込みをしてください。 

注意１ 学割証の申請は、面接指導日の午前中に事務室へ申請用紙を提出してください。 

第五章 修学支援・施設の利用・同窓会・その他 
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       午前中に提出されたものは午後に発行します。午後提出されたものは当日中 

の発行とならない場合があります。 

      ２ 学割証により割引乗車券を購入する場合、学生証の提示が求められます。また、 

乗車中に係員から請求があるときは、学生証の提示をしなければなりません。 

      ３ 学割証の申請は、在校生は在校生手続日（４月３日）から、令和６年度新・転・ 

編入生は入学生手続日（４月１０日）から受け付けます。 

        ただし、学割証の交付は、在校生は４月７日（日）の在校生出校日、新・転・ 

編入生は４月１４日（日）の入学式になります。 

      ４ 令和６年度の通学用学割証の最終発行日は、令和７年２月１６日（日）の追認 

指導日となります。 

(3) 定時制・通信制課程修学資金貸与 

 対象および資格  経常的収入を得る職業に就いていて、経済的理由により著しく修学が 

困難である者（所得制限有り）で独立行政法人日本学生支援機構から 

学資の貸与、高等学校等奨学金貸与を受けていない者。 

 貸与額      月額 14,000 円程度（令和５年度新入生の場合） 

 返還について   卒業すれば返済は免除されますが、貸与の要件を欠く（離職や退学等） 

          場合は全額返済することになります。 

応募期間      5 月下旬～6 月初旬（5 月中旬以降の「HR 伝達」に案内を載せます。） 

(4) 育英制度 

  育英制度として、愛知県高等学校等奨学金制度（月額 11,000 円～23,000 円）、日本学生支援

機構やあしなが育英会、阿部育英基金による奨学金などがあります。内容や条件はそれぞれ異

なりますので、詳しくは奨学生担当者に問い合わせてください。 

２ 施設の利用 

(1) 視聴覚教室の利用 

  視聴覚教室は旭陵校舎の 4 階にあります。ここのビデオ機器を利用したい人は、各教科・科

目の担当教員に直接申し出てください。なお、備え付けの視聴覚機器に許可なく触れないよう

にしてください。 

(2) 図書室の利用 

  図書室は旭陵校舎の 1 階にあります。ここには学習用図書や一般図書が多く備えられていま

すので、学習をすすめるためにも教養を身につけるためにも、これらの図書をおおいに利用さ

れることをすすめます。 
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 ①閲覧 

  ア 開架式ですから自由に本を取り出して閲覧することができます。 

  イ 閲覧し終わった図書は、分類記号に注意して必ずもとの場所にもどしてください。 

  ウ 図書を室外へ持ち出すときは、必ず貸出の手続きをすませてください。ただし、禁帯出 

のラベルが貼ってある図書は、室外へ持ち出すことはできません。 

  エ 開室時間は、面接指導日の日曜日・火曜日とも 9 時 00 分～16 時 00 分です。 

② 貸   出 

  ア 貸出の冊数  1 回に 3 冊まで（ただし、夏・冬休み前には 6 冊まで） 

  イ 貸出の期間  次の面接指導日までです。 

  ウ 貸出の手順  （係不在時は 2 階職員室へ） 

   a  借りたいと思う本をカウンターの係まで持って行きます。 

   b  本の裏表紙内側のポケットに入れてあるブックカードを取出し、学年・組・氏名を鉛

筆で記入して提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 エ 返却の手順    （係不在時は 2 階職員室へ） 

   a  カウンターの係に学年・組・氏名を言って、本を提出します。 

   b  ブックカードに記入してある学年・組・氏名を消しゴムで消します。 

   c  ブックカードをポケットにおさめ、本を書架のもとの位置にもどします。 

 ③ 注意事項 

  ア 貸出期間を守ってください。長く借りたい時は、延長手続きをしてください。 

  イ 本に折目をつけたり、指を舌でぬらしてページをめくったり、飲食しながら本を読まな

いでください。（図書室内での飲食は厳禁です） 

ブックカード                               それぞれの本についています。 

ここに鉛筆で記入して借りてくださ

い。 

- 57 - 
 

 ①閲覧 

  ア 開架式ですから自由に本を取り出して閲覧することができます。 

  イ 閲覧し終わった図書は、分類記号に注意して必ずもとの場所にもどしてください。 

  ウ 図書を室外へ持ち出すときは、必ず貸出の手続きをすませてください。ただし、禁帯出 

のラベルが貼ってある図書は、室外へ持ち出すことはできません。 

  エ 開室時間は、面接指導日の日曜日・火曜日とも 9 時 00 分～16 時 00 分です。 

② 貸   出 

  ア 貸出の冊数  1 回に 3 冊まで（ただし、夏・冬休み前には 6 冊まで） 

  イ 貸出の期間  次の面接指導日までです。 

  ウ 貸出の手順  （係不在時は 2 階職員室へ） 

   a  借りたいと思う本をカウンターの係まで持って行きます。 

   b  本の裏表紙内側のポケットに入れてあるブックカードを取出し、学年・組・氏名を鉛

筆で記入して提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 エ 返却の手順    （係不在時は 2 階職員室へ） 

   a  カウンターの係に学年・組・氏名を言って、本を提出します。 

   b  ブックカードに記入してある学年・組・氏名を消しゴムで消します。 

   c  ブックカードをポケットにおさめ、本を書架のもとの位置にもどします。 

 ③ 注意事項 

  ア 貸出期間を守ってください。長く借りたい時は、延長手続きをしてください。 

  イ 本に折目をつけたり、指を舌でぬらしてページをめくったり、飲食しながら本を読まな

いでください。（図書室内での飲食は厳禁です） 

ブックカード                               それぞれの本についています。 

ここに鉛筆で記入して借りてくださ

い。 



� 58 �

- 58 - 
 

  ウ 図書室内では雑談、私語をつつしんでください。また室内での携帯電話等の使用はやめ

てください。 

 ④ 図書の分類と配架  

   図書は日本 10 進分類法にしたがって、書架に配列されています。 

  10 進分類法  ０００ 総  記    ５００ 工  学 

          １００ 哲  学   ６００ 産  業 

          ２００ 歴  史   ７００ 芸  術 

          ３００ 社会科学   ８００ 語  学 

          ４００ 自然科学   ９００ 文  学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            分類番号 

             著者名記号（著者の頭文字） 

             巻冊、副本記号  

９１８ 

ナ 

１Ａ 

９００・美 術 書・辞 書・事 典・学 習 用 図 書 

   

 

 

出入口 

机 机 

机 机 

机 机 

机 机 

机 机 

机 机 

机 机 

机 机 

机 机 

2 0 0 
2 0 0 

3 0 0 
3 0 0 

4 0 0 
4 0 0 

9 0 0 
9 0 0 

9 0 0 
8 0 0 

7 0 0 
6 0 0 

5 0 0 
4 0 0 

ス
ト
ー
ブ

新 

書
・
文

庫

ス
ト
ー
ブ

雑

誌
2 0 0  1 0 0  0 0 0 0 0 0 図 書 目 録 な ど 

検索ｶー ﾄ゙

カウンター 
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３ 同 窓 会 

  本校卒業生のための同窓会組織として旭陵会があります。旭陵会は年一回の総会の開催のほ

か、卒業年度ごとに同期会を開催して会員相互の親睦をはかり、併せて旭陵高校の発展に寄与

することを目的としています。 
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武道場  ピロティ 

旭丘家庭科棟 

 

旭丘小体育館 

（2 階） 

旭 丘 校 舎  

旭丘 
正門 

旭陵 
正門 

 

     大体育館 

     （鯱光館） 

1．校舎・敷地内は全面禁煙です。 
2．自転車・原付は指定された場所に置いてください。 
3．道路は駐車厳禁です。絶対に止めないでください。 
4．学校の周りの人々に迷惑になる行為は慎んでください。 

旭陵 
Ｓ棟

校舎配置図 

旭陵校舎 

 
 

グラウンド 
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 旭陵校舎  
（「K2.3.4.5 教室」が入ったものと差し替え） 

 

【旭陵校舎３階】 【旭陵校舎４階】

男

準備室 多目的 倉子

教室 庫(相談室) ﾄ ｲ

ﾚ

生物地学 視聴覚
教室 教室

職員室

【旭陵校舎２階】

女

子準備室
ﾄｲ

ﾚ

物理化学
教室

職員室【旭陵校舎１階】

Ｓ１教室

Ｓ２ ３教室・

「Ｓ２・３教室」は 「Ｓ２教室」とＳ４教室 、
「Ｓ３教室」に分割して使用することトイレ

があります。
男子

ト
保健室 イ

レ

校長室

事務室 図書室
① レポート投入口①

② 夜間休日レポート投入口
②

生物地学

教室

（Ｋ３教室）

多目的

教室

（Ｋ５教室）

視聴覚

教室

（Ｋ４教室）

物理化学

教室

（Ｋ２教室）
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 旭丘校舎（１・２階） 
 旭丘校舎のうち、旭陵高校が使用しない場所には立ち入らないようにしてください。 

  

【旭丘校舎２階】

トイレ

トイレ

特別
教室 109 108 107 106 ｻﾛﾝ 105 104 103 102 101

【旭丘校舎１階】

大体育館

トイレ

トイレ

書道室
多目的会議室

多目的教室 教室

110                                 
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 旭丘校舎（３・４階） 
 旭丘校舎のうち、旭陵高校が使用しない場所には立ち入らないようにしてください。 

 

【旭丘校舎４階】

トイレ準備室

音楽室

トイレ

310 309 308 307 306 ｻﾛﾝ 305 304 303 302 301

【旭丘校舎３階】

トイレ

トイレ

特別
教室 209 208 207 206 ｻﾛﾝ 205 204 203 202 201

 
210 



� 64 �- 64 - 
 

本 校 の 沿 革 

 

昭和 23 年 2月 愛知県第一中学校に通信教育部が付設される。 

4 月 1 日  学制改革により愛知県立第一高等学校と校名を変更、実施科目は国語甲一・二、専任 2名で

発足する。 

10 月 1 日   愛知県立第一高等学校は名古屋市立第三高等学校と統合し、愛知県立旭丘高等学校と校名を

変更。 

昭和 31 年 4月   体育が実施科目に加えられ、卒業に必要な全科目が開講される。はじめて協力校 

  が設けられ、半田、安城、足助、国府、新城の各県立高等学校が協力校となる。 

昭和 34 年 3月   この年度の卒業生 8名。その内 2名が、通信教育で全科目を履修したはじめての卒業生であ

る。 
4 月   協力校のうち足助高等学校が廃止され、豊田西高等学校が新しく協力校となる。 

昭和 35 年 4月   協力校のうち国府高等学校が廃止され、豊橋東高等学校が新しく協力校となる。 

昭和 36 年 4月   協力校のうち、半田、新城の各高等学校が廃止される。 

10 月 31 日 学校教育法が一部改正され、通信制の課程となる。 

昭和 38 年 4月   教育課程が全面的に改正される。 

昭和 40 年 4月  この年から協力校のうち安城高等学校では第 1～第 4年次の全科目、豊橋東、豊田西の各高等

学校では第 1、第 2年次の科目の面接指導を実施することになる。 

  卒業生100名を越える。（総卒業生126名のうち、通信教育で全科目を履修した卒業生105名） 

昭和 41 年 3月 通信制専用校舎が完成する。 

昭和 42 年 4月  協力校のうち豊橋東高等学校、豊田西高等学校が廃止され、安城高等学校に統合される。ま

た、この年、三河地区生徒は新設の愛知県立刈谷高等学校通信制課程（現刈谷東高等学校）

に入学することになる。 

昭和 46 年 2月 通信制課程は分離独立が認められる。  

4 月 1 日  愛知県立旭陵高等学校が発足する。  

11 月 14 日  開校記念式典が挙行される。 

昭和 48 年 4月 教育課程が改訂され、第 1年次から順次実施する。 

昭和 49 年 6月 校舎の増築が完成する。 

昭和 50 年 4月 火曜日にも面接指導を実施することになる。 

昭和 56 年 3月 校歌制定される。 

昭和 57 年 4月 教育課程が改訂され、第 1年次から順次実施する。 

昭和 59 年 4月 この年から大学入学資格検定合格科目の単位認定を実施する。 

5 月 同窓会の呼称を「旭陵会」とする。 

平成 元年 4 月  学校教育法が一部改正され、修業年限が 3年以上と改められ、二期制を導入する。 

 普通教室が 4教室増設。 

平成 2年 11 月 18 日 開校 20 周年記念式典が挙行される。 

平成 6 年 4 月 教育課程が改訂され、第 1年次から順次実施する。 

平成 7年 12 月  旭陵校舎の一部が改修される。 

平成 12年 11月  5 日  30 周年記念式典が挙行される。  

平成 15年 4 月  教育課程が改訂され、第 1年次から順次実施する。  

平成 22年 10月 24 日 40 周年記念式典が挙行される。 

平成 25年 4 月  教育課程が改訂され、第 1年次から順次実施する。 

令和 4 年 4月    教育課程が改訂され、第 1年次から順次実施する。 

  



愛知県教育委員会認可通信教育 
 

住  所 
 
氏  名 

 
年 月 日 

愛知県立旭陵高等学校長殿 
 

学年・組 生徒番号  
 

氏 名  
（変更がある場合は、変更前の氏名）     

保護者･保証人(変更がある場合に記入) 
ふ り が な 

 
  

 
月 日に を下記のとおり変更しましたのでお届けします。 

記 

 
新住所〒（ － ） TEL（ ） － 

 
                                                                                

ふ り が な 
変更後の氏名 

                                                                               
＊ここから下は何も記入しないでください 
ＨＲ担任確認用 

・データシステム□ ・生徒個票□ ・指導要録□ 
・２階その他（改姓・改名のみ）□  

  
 

変 更 届 

住 所 
氏 名 



愛知県教育委員会認可通信教育 

勤 務 先 変 更 届 
   年   月   日 

 

学年・組    生徒番号       

氏  名               

下記のとおり勤務先を変更しましたのでお届けします。 

記 

旧 勤 務 先                                 

新 勤 務 先 名                                 

新勤務先住所                             

勤務先電話番号            
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
※ 勤務先への連絡は（可・否） 

緊急の場合 

の連絡方法 



愛知県教育委員会認可通信教育 

学 習 中 断 届 
  年  月  日 

愛知県立旭陵高等学校長殿 

学年・組   生徒番号        

              氏  名  

下記により、2024（令和 6）年度の学習を中断いたしますので、お届けします。 

記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この届を提出するときは、事前にホームルーム担任と十分相談してください。 
この届を提出しなかったり、学校からの連絡に応じない時は、除籍されることもありま

す。 

理   由 
 
 
 

連 絡 先 
（住所）〒 
 
                  方 ℡ 

備  考 
（担任所見） 

ここには何も記入しないでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担任 
確認 



愛知県教育委員会認可通信教育 

学 習 中 断 届 
 年  月  日 

愛知県立旭陵高等学校長殿 

学年・組   生徒番号        

氏  名               

下記により、2025（令和７）年度の学習を中断いたしますので、お届けします。 

記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この届を提出するときは、事前にホームルーム担任と十分相談してください。 
この届を提出しなかったり、学校からの連絡に応じない時は、除籍されることもありま

す。 

理   由 
 
 
 

連 絡 先 
（住所）〒 
 
                  方 ℡ 

備  考 
（担任所見） 

ここには何も記入しないでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担任 
確認 



1

…

7 14 21 28 5 12 19 26 2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 1 15 22 29 6 13 20 27 3 10 17 24 1 8 15 22 5 12 19 26 2 9 16

23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 27 1 8 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 12 19 9

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

12 654321 7 8 9 10 11 12

12 7654321 8 9 10 11 12

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

54321 6 7 8 9

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

54321 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

16 9 1 2 43

16 13 1 2 43

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9

16 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

16 14 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

16 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

16 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

16 54321 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9

54321 6 7 8 9

16 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

321

12

8 16
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― 31 ― 

― 31 ― 
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2024 年度　  高校講座　番組時刻表

※テレビ、ラジオの放送日時を変更・休止することがあります。変更の場合は、ホームページでお知らせします。

※太字は新作・新番組です。
■ラジオ第 2

時刻　　　      
曜日 月 火 水 木 金 土

午後

7:30 ～ 7:50 文学国語 日本史探究
英語

コミュニケーション
Ⅲ

古典探究 仕事の現場
real

7:50 ～ 8:10 数学Ⅱ 論理国語 倫　理 政治・経済

8:10 ～ 8:30
英語

コミュニケーション
Ⅱ

英語表現Ⅰ 保健体育 音楽Ⅰ 言語文化

Ｅテレ

数学Ⅱ（TV） （各20分）

WEB配信
夏、冬、春期講座で
放送（予定）

　※放送日は決定次第、
　　ホームページでお知らせします。

簿　記 （各 20分）

総合的な探究の時間 （各 20分）

体育実技 （各10分）

■インターネット／ Ｅテレ 夏期・冬期・春期講座（放送予定）

■ Ｅテレ
※太字は新作・新番組です。

時刻　　　      
曜日 月 火 水 木 金

午前

10:00～10:20
現代の国語

公　共
生物基礎

地理総合
　　歴史総合

英 語
コミュニケーション

Ⅰ

情報Ⅰ
科学と人間生活

10:00～10:20

10:20～10:30 ベーシック国語
化学基礎 日本史

ベーシック英語
数学Ａ

10:20～ 10:30
10:30～10:40

数学Ⅰ 物理基礎
10:30～10:40

10:40～10:50
地学基礎 世界史探究 家庭総合

10:40～ 10:50
10:50～11:00 ベーシック数学 ベーシックサイエンス 10:50～11:00
11:00～11:10 ビジネス基礎

ロンリのちから 11:00～11:10

11:10～11:30
芸術 美術Ⅰ
芸術 書道Ⅰ

11:10～11:30

公　共 　　歴史総合 科学と人間生活

芸術書道Ⅰ

ロンリのちから

：字幕放送　

■「夏期・冬期・春期講座」について
高校講座全体から選んだ復習のための再放送や特集などを定時の科目枠をはなれて放送します。
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2024 年度　  高校講座　番組時刻表

※テレビ、ラジオの放送日時を変更・休止することがあります。変更の場合は、ホームページでお知らせします。

※太字は新作・新番組です。
■ラジオ第 2

時刻　　　      
曜日 月 火 水 木 金 土

午後

7:30 ～ 7:50 文学国語 日本史探究
英語

コミュニケーション
Ⅲ

古典探究 仕事の現場
real

7:50 ～ 8:10 数学Ⅱ 論理国語 倫　理 政治・経済

8:10 ～ 8:30
英語

コミュニケーション
Ⅱ

英語表現Ⅰ 保健体育 音楽Ⅰ 言語文化

Ｅテレ

数学Ⅱ（TV） （各20分）

WEB配信
夏、冬、春期講座で
放送（予定）

　※放送日は決定次第、
　　ホームページでお知らせします。

簿　記 （各 20分）

総合的な探究の時間 （各 20分）

体育実技 （各10分）

■インターネット／ Ｅテレ 夏期・冬期・春期講座（放送予定）

■ Ｅテレ
※太字は新作・新番組です。

時刻　　　      
曜日 月 火 水 木 金

午前

10:00～10:20
現代の国語

公　共
生物基礎

地理総合
　　歴史総合

英 語
コミュニケーション

Ⅰ

情報Ⅰ
科学と人間生活

10:00～10:20

10:20～10:30 ベーシック国語
化学基礎 日本史

ベーシック英語
数学Ａ

10:20～ 10:30
10:30～10:40

数学Ⅰ 物理基礎
10:30～10:40

10:40～10:50
地学基礎 世界史探究 家庭総合

10:40～ 10:50
10:50～11:00 ベーシック数学 ベーシックサイエンス 10:50～11:00
11:00～11:10 ビジネス基礎

ロンリのちから 11:00～11:10

11:10～11:30
芸術 美術Ⅰ
芸術 書道Ⅰ

11:10～11:30

公　共 　　歴史総合 科学と人間生活

芸術書道Ⅰ

ロンリのちから

：字幕放送　

■「夏期・冬期・春期講座」について
高校講座全体から選んだ復習のための再放送や特集などを定時の科目枠をはなれて放送します。

― 28 ― 
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必要に応じてお使いください。
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